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(57)【要約】
　レガシー及び高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイスを
含むＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤレス通信システムにお
けるワイヤレス通信のためのシステム、方法、およびデ
バイスについて説明する。いくつかの態様では、方法は
、第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するよう
に第１の通信の送信を構成することを含む。本方法は、
第１の通信を送信すること、第１の通信は、レガシーデ
バイスによって復号可能である、をさらに含む。本方法
は、第２の通信を送信すること、第２の通信は、ＨＥＷ
デバイスによって復号可能である、をさらに含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レガシー及び高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイスを含むＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤ
レス通信システムにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構成するこ
とと、
　前記第１の通信を送信することと、前記第１の通信が、前記レガシーデバイスによって
復号可能である、
　前記第２の通信を送信することと、前記第２の通信が、前記ＨＥＷデバイスによって復
号可能である、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１の通信が、前記第２の通信のためのフレームまたはプリアンブルの少なくとも
一部分を備え、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護し、
　前記第２の通信が、フレームを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の通信が、プリアンブルを含んでいるフレームの継続時間よりも長い継続時間
を示す前記プリアンブルを備え、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護す
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の通信が、物理レイヤコンバージェンスプロトコルデータユニットを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の通信が、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用し、前記第２の通信が、２０ＭＨｚ
よりも小さい帯域幅を使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の通信と前記第２の通信とが、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用する、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　所定の時間量待った後に第３の通信を送信することをさらに備え、前記第３の通信が、
前記ＨＥＷデバイスによって復号可能であり、前記第１の通信の前記送信することが、前
記第３の通信の受信を少なくとも部分的に保護する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の通信の前記送信することが、第１の電力レベルにあり、前記第２の通信の前
記送信することが、第２の電力レベルにあり、前記第１の電力レベルが、前記第２の電力
レベルよりも大きく、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護する、請求項
１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の通信が、前記第２の通信のための送信可フレームまたはプリアンブルの一部
分を備え、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護し、
　前記第２の通信が、送信準備完了フレームを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法が、
　前記ＨＥＷデバイスによって復号可能な後続の送信可フレームを受信するために所定の
時間量待つことと、ここにおいて、前記第１の通信の前記送信が、前記後続の送信可フレ
ームの受信を少なくとも部分的に保護する、
　前記後続の送信可フレームを受信することかまたは前記所定の時間量待つことの初期の
後に、前記ＨＥＷデバイスによって復号可能な物理レイヤコンバージェンスプロトコルデ
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ータユニットを送信することと、ここにおいて、前記第１の通信の前記送信が、前記物理
レイヤコンバージェンスプロトコルデータユニットの受信を少なくとも部分的に保護する
、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　レガシー及び高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイスを含むＩＥＥＥ８０２．１１ワイヤ
レス通信システムにおけるワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　　第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構成する
ことと、
　　前記第１の通信を送信することと、前記第１の通信が、前記レガシーデバイスによっ
て復号可能である、
　　前記第２の通信を送信することと、前記第２の通信が、前記ＨＥＷデバイスによって
復号可能である、
　を行うように構成されたトランシーバと
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記第１の通信が、前記第２の通信のためのフレームまたはプリアンブルの少なくとも
一部分を備え、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護し、
　前記第２の通信が、フレームを備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の通信が、プリアンブルを含んでいるフレームの継続時間よりも長い継続時間
を示す前記プリアンブルを備え、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護す
る、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第２の通信が、物理レイヤコンバージェンスプロトコルデータユニットを備える、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１の通信が、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用し、前記第２の通信が、２０ＭＨｚ
よりも小さい帯域幅を使用する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１の通信と前記第２の通信とが、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用する、請求項１
１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記トランシーバが、所定の時間量待った後に第３の通信を送信するようにさらに構成
され、前記第３の通信が、前記ＨＥＷデバイスによって復号可能であり、前記第１の通信
の前記送信することが、前記第３の通信の受信を少なくとも部分的に保護する、請求項１
１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１の通信の前記送信することが、第１の電力レベルにあり、前記第２の通信の前
記送信することが、第２の電力レベルにあり、前記第１の電力レベルが、前記第２の電力
レベルよりも大きく、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護する、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１の通信が、前記第２の通信のための送信可フレームまたはプリアンブルの一部
分を備え、それによって、前記第２の通信の受信を部分的に保護し、
　前記第２の通信が、送信準備完了フレームを備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記トランシーバが、
　前記ＨＥＷデバイスによって復号可能な後続の送信可フレームを受信するために所定の
時間量待つことと、ここにおいて、前記第１の通信の前記送信が、前記後続の送信可フレ
ームの受信を少なくとも部分的に保護する、
　前記後続の送信可フレームを受信することかまたは前記所定の時間量待つことの初期の
後に、前記ＨＥＷデバイスによって復号可能な物理レイヤコンバージェンスプロトコルデ
ータユニットを送信することと、ここにおいて、前記第１の通信の前記送信が、前記物理
レイヤコンバージェンスプロトコルデータユニットの受信を少なくとも部分的に保護する
、
　を行うようにさらに構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構成するた
めの手段と、
　前記第１の通信を送信するための手段と、前記第１の通信が、レガシーデバイスによっ
て復号可能である、
　前記第２の通信を送信するための手段と、前記第２の通信が、ＨＥＷデバイスによって
復号可能である、
　を備える装置。
【請求項２２】
　１つまたは複数のプロセッサ上で実行されたとき、装置に、
　第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構成するこ
とと、
　前記第１の通信を送信することと、前記第１の通信が、レガシーデバイスによって復号
可能である、
　前記第２の通信を送信することと、前記第２の通信が、ＨＥＷデバイスによって復号可
能である、
　を行わせるコードを備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、高効率ワイヤレスネッ
トワークにおける低速通信を保護するためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に離れたデバイス間でメッセージを交換するために使用される。ネットワークは、た
とえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る地
理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネ
ットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、または
パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定され得る。ネットワークはまた、様
々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用される交換／ルーティン
グ技術（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信のために採用される物理媒体のタイ
プ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使用される通信プロトコルのセット（
たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング）
、イーサネット（登録商標）など）によって異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、ネットワーク要素がモバイルであり、したがって動
的な接続性を必要とするとき、またはネットワークアーキテクチャが固定されたトポロジ
ーでなくアドホックなトポロジーで形成される場合に、好ましいことが多い。ワイヤレス
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ネットワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用する
非誘導伝搬モードでは、無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利には
、固定されたワイヤードネットワークと比較すると、ユーザのモビリティと迅速なフィー
ルド展開とを容易にする。
【０００４】
　[0004]しかしながら、複数のワイヤレスネットワークが、同じビル内、近くのビル内、
および／または同じ屋外エリア内に存在することがあり、様々なデバイスが、異なるワイ
ヤレス規格に従って動作することができる。複数のワイヤレス規格の普及は、（たとえば
、各ワイヤレスネットワークが同じエリアおよび／またはスペクトル中で動作しているの
で）干渉、低減されたスループットを引き起こし、および／またはいくつかのデバイスが
通信するのを防ぎ得る。したがって、マルチ規格環境において通信するための改善された
システム、方法、およびデバイスが望まれる。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独で本開示の望ましい属性を担当するわけではない。次に
、以下の特許請求の範囲によって表される本開示の範囲を限定することなしに、いくつか
の特徴について手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形
態」と題するセクションを読めば、本開示で説明する特徴が、ワイヤレスネットワークに
おけるアクセスポイントと局との間の改善された通信を含む利点をどのように提供するか
が理解されよう。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、レガシー及び高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイスを含むＩ
ＥＥＥ８０２．１１ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信の方法を提供する。
本方法は、第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構
成することを含む。本方法は、第１の通信を送信することをさらに含み、第１の通信は、
レガシーデバイスによって復号可能である。本方法は、第２の通信を送信することをさら
に含み、第２の通信は、ＨＥＷデバイスによって復号可能である。
【０００７】
　[0007]様々な実施形態では、第１の通信は、第２の通信のためのフレームまたはプリア
ンブルの少なくとも一部分を備え、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護して
もよく、第２の通信は、フレームを備える。そのような実施形態では、第１の通信は、プ
リアンブルを含んでいるフレームの継続時間よりも長い継続時間を示すプリアンブルを備
え、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護し得る。
【０００８】
　[0008]他の様々な実施形態では、第２の通信は、物理レイヤコンバージェンスプロトコ
ルデータユニットを備える。他の様々な実施形態では、第１の通信が、２０ＭＨｚ以上の
帯域幅を使用し、第２の通信が、２０ＭＨｚよりも小さい帯域幅を使用する。他の様々な
実施形態では、第１の通信と第２の通信とは、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用する。他の
様々な実施形態では、本方法は、所定の時間量待った後に第３の通信を送信することをさ
らに備え、第３の通信が、ＨＥＷデバイスによって復号可能であり、第１の通信の前記送
信することが、前記第３の通信の受信を少なくとも部分的に保護する。他の様々な実施形
態では、第１の通信の送信することは、第１の電力レベルにあり、第２の通信の送信する
ことは、第２の電力レベルにあり、第１の電力レベルは、第２の電力レベルよりも大きく
、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護する。他の様々な実施形態では、第１
の通信は、第２の通信のための送信可フレームまたはプリアンブルの少なくとも一部分を
備え、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護し、第２の通信は、送信準備完了
（ready-to-send）フレームを備える。
【０００９】
　[0009]他の様々な実施形態では、本方法は、ＨＥＷデバイスによって復号可能な後続の
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送信可フレームを受信するために所定の時間量待つことをさらに備え、第１の通信の送信
は、後続の送信可フレームの受信を少なくとも部分的に保護する。そのような実施形態で
は、本方法は、後続の送信可フレームを受信することかまたは所定の時間量待つことの初
期の後に、ＨＥＷデバイスによって復号可能な物理レイヤコンバージェンスプロトコルデ
ータユニットを送信することをさらに備え、第１の通信の送信は、物理レイヤコンバージ
ェンスプロトコルデータユニットの受信を少なくとも部分的に保護する。
【００１０】
　[0010]別の態様は、レガシー及び高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイスを含むＩＥＥＥ
８０２．１１ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信のために構成された装置を
提供する。本装置は１つまたは複数のプロセッサを含む。本装置は、第２の通信の受信を
少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構成するように構成された送信機
、受信機、および／またはトランシーバをさらに含む。送信機、受信機、および／または
トランシーバはまた、第１の通信を送信するように構成されてもよく、第１の通信は、レ
ガシーデバイスによって復号可能である。送信機、受信機、および／またはトランシーバ
はまた、第２の通信を送信するように構成されてもよく、第２の通信は、ＨＥＷデバイス
によって復号可能である。
【００１１】
　[0011]様々な実施形態では、第１の通信は、第２の通信のためのフレームまたはプリア
ンブルの少なくとも一部分を備え、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護する
ことができ、第２の通信は、フレームを備えることができる。そのような実施形態では、
第１の通信は、プリアンブルを含んでいるフレームの継続時間よりも長い継続時間を示す
プリアンブルを備え、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護し得る。
【００１２】
　[0012]他の様々な実施形態では、第２の通信は、物理レイヤコンバージェンスプロトコ
ルデータユニットを備える。他の様々な実施形態では、第１の通信が、２０ＭＨｚ以上の
帯域幅を使用し、第２の通信が、２０ＭＨｚよりも小さい帯域幅を使用する。他の様々な
実施形態では、第１の通信と第２の通信とは、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用する。他の
様々な実施形態では、送信機、受信機、および／またはトランシーバは、所定の時間量待
った後に第３の通信を送信するようにさらに構成されてもよく、第３の通信は、ＨＥＷデ
バイスによって復号可能である。そのような実施形態では、第１の通信の送信することは
、第３の通信の受信を少なくとも部分的に保護し得る。
【００１３】
　[0013]他の様々な実施形態では、第１の通信の送信することは、第１の電力レベルにあ
り、第２の通信の送信することは、第２の電力レベルにあり、第１の電力レベルは、第２
の電力レベルよりも大きく、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護する。他の
様々な実施形態では、第１の通信は、第２の通信のための送信可フレームまたはプリアン
ブルの少なくとも一部分を備え、それによって、第２の通信の受信を部分的に保護し、第
２の通信は、送信準備完了フレームを備える。
【００１４】
　[0014]他の様々な実施形態では、送信機、受信機、および／またはトランシーバは、Ｈ
ＥＷデバイスによって復号可能な後続の送信可フレームを受信するために所定の時間量待
つようにさらに構成されてもよく、第１の通信の送信は、後続の送信可フレームの受信を
少なくとも部分的に保護する。そのような実施形態では、送信機、受信機、および／また
はトランシーバは、後続の送信可フレームを受信することかまたは所定の時間量待つこと
の初期の後に、ＨＥＷデバイスによって復号可能な物理レイヤコンバージェンスプロトコ
ルデータユニットを送信するようにさらに構成されてもよく、第１の通信の送信は、物理
レイヤコンバージェンスプロトコルデータユニットの受信を少なくとも部分的に保護する
。
【００１５】
　[0015]別の態様は、第２の通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信
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の送信を構成するための手段を備える装置を提供する。本装置は、第１の通信を送信する
ための手段をさらに備え、第１の通信は、レガシーデバイスによって復号可能である。本
装置は、第２の通信を送信するための手段をさらに備え、第２の通信は、ＨＥＷデバイス
によって復号可能である。
【００１６】
　[0016]別の態様は、１つまたは複数のプロセッサ上で実行されたとき、装置に、第２の
通信の受信を少なくとも部分的に保護するように第１の通信の送信を構成することを行わ
せるコードを備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体を提供する。本媒体は、１つま
たは複数のプロセッサ上で実行されたとき、装置に、第１の通信を送信することを行わせ
るコードをさらに備え、第１の通信は、レガシーデバイスによって復号可能である。本媒
体は、１つまたは複数のプロセッサ上で実行されたとき、装置に、第２の通信を送信する
ことを行わせるコードをさらに備え、第２の通信は、ＨＥＷデバイスによって復号可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２】[0018]複数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システムを
示す図。
【図３】[0019]複数のワイヤレス通信ネットワークが存在する別のワイヤレス通信システ
ムを示す図。
【図４】[0020]図１～図３のワイヤレス通信システム内で利用され得る例示的なワイヤレ
スデバイスの機能ブロック図。
【図５】[0021]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信を
示すタイミング図。
【図６】[0022]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信を
示す別のタイミング図。
【図７】[0023]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信を
示す別のタイミング図。
【図８】[0024]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信を
示す別のタイミング図。
【図９】[0025]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信を
示す別のタイミング図。
【図１０】[0026]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１１】[0027]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１２】[0028]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１３】[0029]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１４】[0030]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１５】[0031]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１６】[0032]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１７】[0033]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
【図１８】[0034]一実施形態による、図３のワイヤレス通信システムにおける様々な通信
を示す別のタイミング図。
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【図１９】[0035]ワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート１９００。
【図２０】[0036]ワイヤレス通信の別の例示的な方法のフローチャート２０００。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0037]新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が、以下で、添付図面を参照し
てより十分に説明される。ただし、本開示は、多くの異なる形態で具現化される場合があ
り、本開示全体にわたって提示される任意の特定の構造または機能に限定されるものと解
釈されるべきではない。むしろ、本開示が、入念で完全であり、本開示の範囲を当業者に
十分に伝達するように、これらの態様が提供される。本開示の範囲は、本発明の他の態様
とは無関係に実装されるにせよ、本発明の他の態様と組み合わせて実装されるにせよ、本
明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法の任意の態様をカバーする。たとえ
ば、本明細書で開示される態様のうちの任意の個数を使用して、装置が実施され得、方法
が実践され得る。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載の本開示の様々な態様に加え
てまたはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施さ
れるそのような装置または方法をカバーする。本明細書で開示する任意の態様が、請求項
の１つまたは複数の要素によって実施され得る。
【００１９】
　[0038]特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多数の変形および置換が
、本開示の範囲に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されない。むしろ、本開示の態
様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プロトコルに広
く適用可能であり、そのうちのいくつかが例として図面および好ましい態様の以下の説明
において示される。この詳細な説明および図面は、限定的であるのではなく本開示の説明
に役立つものにすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲とその同等物とによって
定義される。
【００２０】
　[0039]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されているネット
ワーキングプロトコルを利用して、近くのデバイスを一緒に相互接続するために使用され
得る。本明細書で説明される様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなどの任意の通信規格
に適用され得る。
【００２１】
　[0040]一部の態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直接シ
ーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、または
他の方式を使用して、８０２．１１プロトコルに従って伝送され得る。８０２．１１プロ
トコルの実装形態は、インターネットアクセス、センサー、計測、スマートグリッドネッ
トワーク、または他のワイヤレス適用例のために使用され得る。有利には、本明細書で開
示される技法を使用する８０２．１１プロトコルを実装しているいくつかのデバイスの態
様は、同じエリアにおける増大したピアツーピアサービス（たとえば、Ｍｉｒａｃａｓｔ
、ＷｉＦｉ　Ｄｉｒｅｃｔ（登録商標）　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ、Ｓｏｃｉａｌ　ＷｉＦｉ（
登録商標）など）を可能にすること、増大したユーザ当たり最小スループット要件（もし
あれば）をサポートすること、より多くのユーザをサポートすること、改善された屋外カ
バレージとロバストネスとをもたらすこと、および／または他のワイヤレスプロトコルを
実装しているデバイスよりも少ない電力を消費することを含み得る。
【００２２】
　[0041]いくつかの実施態様では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）およびクライアント（ステーションまたは「ＳＴＡ」とも呼
ばれる）があり得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き得、
ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、
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携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、インタ
ーネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を得るために、ＷｉＦｉ
（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル）に準拠したワイヤレスリンクを介してＡ
Ｐに接続する。いくつかの実装態様では、ＳＴＡは、ＡＰとしても使用され得る。
【００２３】
　[0042]アクセスポイント（ＡＰ）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
ＲＮＣ）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、送受信基地局（ＢＴＳ）、基地
局（ＢＳ）、トランシーバ機能（ＴＦ）、無線ルータ、無線トランシーバ、または何らか
の他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、あるいはそれらのいずれ
かとして知られていることがある。
【００２４】
　[0043]ステーション「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（ＡＴ）、加入者局、加入者ユニ
ット、移動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、
ユーザ機器、または何らかの他の用語を備えるか、それらとして実装されるか、またはそ
れらとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、アクセス端末は、セルラ
ー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）フォン、ワイヤレス
ローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続機能を
有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の適切な
処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示される１つまたは複数の態様は、
電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コンピュータ（たとえば、ラ
ップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューティング
デバイス（たとえば、携帯データ端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば、音
楽デバイスもしくはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスもしくはゲー
ムシステム、全地球測位システムデバイス、または、ワイヤレス媒体を介して通信するた
めに構成された任意の他の適切なデバイスに組み込まれ得る。
【００２５】
　[0044]図１に、本開示の態様が利用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば高効率８０２．１１
規格に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６Ａ～１０６Ｄ
（本明細書では、総称的にＳＴＡ１０６と呼ぶ）と通信するアクセスポイント（ＡＰ）１
０４を含み得る。
【００２６】
　[0045]ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間のワイヤレス通信システム１００における送信
のために、様々な処理および方法が使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤ
ＭＡ技術に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。この場
合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれることがあ
る。代替的に、信号は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴ
Ａ１０６との間で送信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１
００は、ＣＤＭＡシステムと呼ばれ得る。
【００２７】
　[0046]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６の１つまたは複数への送信を支援する通信リンクは
ダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６の１つまたは複数から
ＡＰ１０４への送信を支援する通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１０と呼ばれること
がある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネルと呼ばれる
ことがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ばれることが
ある。
【００２８】
　[0047]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを提供し得る。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４と関連付けられ、
通信のためにＡＰ１０４を使用するＳＴＡ１０６とともに、基本サービスセット（ＢＳＳ
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）と呼ばれることがある。一態様では、ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１０
４を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして機
能し得る。したがって、本明細書で説明されるＡＰ１０４の機能は、代替的に、ＳＴＡ１
０６の１つまたは複数によって実行され得る。
【００２９】
　[0048]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、概して、ＡＰ１０４に通信を送信し、お
よび／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４と関連付け得る。一態様
では、接続するための情報は、ＡＰ１０４によるブロードキャストに含まれる。そのよう
なブロードキャストを受信するために、ＳＴＡ１０６は、たとえば、カバレージ領域にわ
たって広カバレージ探索を実行し得る。探索はまた、ＳＴＡ１０６によって、（たとえば
、灯台方式で）カバレージ領域をスイープすることによって実行され得る。接続するため
の情報を受信した後、ＳＴＡ１０６は、接続調査または要求などの基準信号をＡＰ１０４
に送信し得る。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、たとえば、インターネットまたは公
衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのより大きいネットワークと通信するために、バックホー
ルサービスを使用し得る。
【００３０】
　[0049]一実施形態では、ＡＰ１０４は、ＡＰ高効率ワイヤレスコントローラ（または高
効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイス）１５４を含む。ＡＰ　ＨＥＷ１５４は、８０２．１
１プロトコルを使用して、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の通信を可能にするために、
本明細書で説明される動作の一部または全部を実行し得る。ＡＰ　ＨＥＷ１５４の機能に
ついて、図４～図２０に関して以下でより詳細に説明する。
【００３１】
　[0050]代替的に、または加えて、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ　ＨＥＷ１５６を含み得る。
ＳＴＡ　ＨＥＷ１５６は、８０２．１１プロトコルを使用して、ＳＴＡ１０６とＡＰ１０
４との間の通信を可能にするために、本明細書で説明される動作の一部または全部を実行
し得る。ＡＰ　ＨＥＷ１５６の機能について、図４～図２０に関して以下でより詳細に説
明する。
【００３２】
　[0051]各々または組み合わせて、ならびに実際におよび実装形態において、レガシーデ
バイスとＨＥＷデバイスとの両方が、通信を受信し、互いに近接して共存することが可能
であるように８０２．１１通信システム中でのワイヤレス干渉の管理を可能にすることに
なる、レガシーデバイス（たとえば、非ＨＥＷデバイス）および／またはＨＥＷデバイス
への１つまたは複数の送信を構成するためのいくつかの異なる方法、デバイスおよび／ま
たはアルゴリズムを開示する。
【００３３】
　[0052]ある状況では、ＢＳＡは他のＢＳＡの近くに位置し得る。たとえば、図２は、複
数のワイヤレス通信ネットワークが存在するワイヤレス通信システム２００を示す。図２
に示されるように、ＢＳＡ２０２Ａ、２０２Ｂ、および２０２Ｃは物理的に互いに近くに
位置し得る。ＢＳＡ２０２Ａ～Ｃが極めて近接しているにもかかわらず、ＡＰ２０４Ａ～
Ｃおよび／またはＳＴＡ２０６Ａ～Ｈはそれぞれ同じスペクトルを使用して通信し得る。
したがって、ＢＳＡ２０２Ｃにおけるデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ｃ）がデータを送
信している場合、ＢＳＡ２０２Ｃの外にあるデバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ａ～Ｂまた
はＳＴＡ２０６Ａ～Ｆ）は、媒体上で通信を感知し得る。
【００３４】
　[0053]一般に、通常の８０２．１１プロトコル（たとえば、８０２．１１ａ、８０２．
１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎなど）を使用するワイヤレスネットワークは、
媒体アクセスのための搬送波感知多元接続（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access
）機構のもとで動作する。ＣＳＭＡによれば、デバイスは、媒体を感知し、媒体がアイド
ル状態であると感知されたときのみ送信する。したがって、ＡＰ２０４Ａ～Ｃおよび／ま
たはＳＴＡ２０６Ａ～ＨがＣＳＭＡ機構に従って動作しており、ＢＳＡ２０２Ｃにおける
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デバイス（たとえば、ＡＰ２０４Ｃ）がデータを送信している場合に、ＢＳＡ２０２Ｃの
外にあるＡＰ２０４Ａ～Ｂおよび／またはＳＴＡ２０６Ａ～Ｆは、それらが異なるＢＳＡ
の一部であっても、媒体を介して送信しないことがある。
【００３５】
　[0054]図２に、そのような状況を示す。図２に示されているように、ＡＰ２０４Ｃは媒
体を通じて送信している。送信は、ＡＰ２０４Ｃと同じＢＳＡ２０２Ｃ中にあるＳＴＡ２
０６Ｇによって、およびＡＰ２０４Ｃとは異なるＢＳＡ中にあるＳＴＡ２０６Ａによって
検知される。送信は、ＳＴＡ２０６Ｇおよび／またはＢＳＡ２０２Ｃ中のＳＴＡのみに宛
てられ得るが、それでも、ＳＴＡ２０６Ａは、ＡＰ２０４Ｃ（および任意の他のデバイス
）が媒体上でもはや送信しなくなるまで、（たとえば、ＡＰ２０４Ａとの間で）通信を送
信または受信しないことがある。図示されていないが、同じことがＢＳＡ２０２Ｂにおけ
るＳＴＡ２０６Ｄ～Ｆおよび／またはＢＳＡ２０２ＡにおけるＳＴＡ２０６Ｂ～Ｃにも（
たとえば、その他のＳＴＡが媒体上で送信を検知できるほど、ＡＰ２０４Ｃによる送信が
より強い場合）当てはまり得る。いくつかの実施形態では、別のデバイスがワイヤレス媒
体を使用しているときに送信することを控えることを、「延期」と呼ぶことがある。
【００３６】
　[0055]上記で説明したように、本明細書で説明されるデバイスのいくつかは、たとえば
、高効率８０２．１１規格、たとえば、８０２．１１ＨＥＷを実装し得る。そのようなデ
バイスは、ＳＴＡとして使用されるか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使
用されるかにかかわらず、スマートメータリングに、またはスマートグリッドネットワー
クにおいて使用され得る。これらのワイヤレス通信システムは、センサー適用例を与える
ために使用されるか、またはホームオートメーションにおいて使用され得る。そのような
システムにおいて使用されるワイヤレスデバイスは、代わりにまたはさらに、ヘルスケア
の情況において、たとえば、パーソナルヘルスケアのために使用され得る。これらのデバ
イスは、拡張範囲のインターネット接続性（たとえばホットスポットで使用される）を可
能にする、または機械間通信を実施するために、監視にも使用され得る。
【００３７】
　[0056]したがって、本明細書で説明される１つまたは複数のデバイスは、いくつかの例
では、低いデータ転送速度（たとえば、約１５０Ｋｂｐｓ）を有し得る１つまたは複数の
低速度（ＬＲ）モードを実装し得る。実装形態は、さらに、８０２．１１ｂなどの他のワ
イヤレス通信よりも増加したリンクバジェット利得（たとえば、約２０ｄＢ）を有し得る
。低いデータレートに従って、ワイヤレスノードが家庭環境において使用するために構成
された場合、いくつかの態様は、電力増幅を用いない良好な家庭内カバレージの実装形態
を対象とし得る。さらに、いくつかの態様は、ＭＥＳＨプロトコルを使用せずにシングル
ホップネットワーキングを対象とし得る。さらに、いくつかの実装形態により、他のワイ
ヤレスプロトコルよりも、電力増幅を用いた著しい屋外カバレージの改善が生じ得る。さ
らに、いくつかの態様は、ドップラーに対する大きく屋外遅延拡散され低減された感度に
適応し得る実装形態を対象とし得る。いくつかの実装形態は、従来のＷｉＦｉと同様の局
部発振器（ＬＯ）精度を達成し得る。
【００３８】
　[0057]したがって、いくつかの実装形態は、サブギガヘルツ帯域中の低い帯域幅を用い
てワイヤレス信号を送ることを対象とする。たとえば、例示的な一実装形態では、シンボ
ルは、１ＭＨｚの帯域幅を使用して送信または受信されるように構成され得る。ＨＥＷデ
バイスは、いくつかのモードのうちの１つで動作するように構成され得る。あるモードで
は、ＯＦＤＭシンボルなどのシンボルが、１ＭＨｚの帯域幅を使用して送信または受信さ
れ得る。別のモードでは、シンボルが、２ＭＨｚの帯域幅を使用して送信または受信され
得る。４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨｚなどの帯域幅を使用してシンボルを送信または受
信するために追加のモードも与えられ得る。帯域幅はチャネル幅と呼ばれることもある。
様々な実施形態では、いくつかのＬＲモードは、たとえば、５ＭＨｚなど、２０ＭＨｚよ
りも小さい帯域幅を使用することができる。いくつかの実施形態では、他のＬＲモードは
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、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用することができる。
【００３９】
　[0058]各モードは、情報を送信するために異なる数のトーン／サブキャリアを使用し得
る。たとえば、一実装形態では、（１ＭＨｚの帯域幅を使用してシンボルを送信または受
信することに対応する）１ＭＨｚモードが３２個のトーンを使用し得る。一態様では、１
ＭＨｚモードを使用することは、２０ＭＨｚなどの帯域幅と比較して１３ｄＢの雑音低減
を実現し得る。さらに、チャネル状態に応じて４～５ｄＢの損失が生じ得る、より低い帯
域幅による周波数ダイバーシティ損失など、影響を克服するために、低レート技法が使用
され得る。３２個のトーンを使用して送信または受信されるシンボルを生成／評価するた
めに、変換モジュールは、３２点モード（たとえば、３２点ＩＦＦＴまたはＦＦＴ）を使
用するように構成され得る。３２個のトーンは、データトーン、パイロットトーン、ガー
ドトーン、およびＤＣトーンとして割り振られ得る。一実装形態では、２４個のトーンが
データトーンとして割り振られ得、２つのトーンがパイロットトーンとして割り振られ得
、５つのトーンがガードトーンとして割り振られ得、１つのトーンがＤＣトーンのために
予約され得る。この実装形態では、シンボル持続時間は、サイクリックプレフィックスを
含む４０μｓであるように構成され得る。他のトーン割振りも可能である。
【００４０】
　[0059]たとえば、ＨＥＷデバイスは、１ＭＨｚの帯域幅を使用したワイヤレス信号を介
した送信のためのパケットを生成するように構成され得る。一態様では、その帯域幅は約
１ＭＨｚであり得、ここで、約１ＭＨｚは０．８ＭＨｚ～１．２ＭＨｚの範囲内であり得
る。パケットは、ＤＳＰまたは他のプロセッサを使用して、説明したように割り振られた
３２個のトーンを有する１つまたは複数のＯＦＤＭシンボルを備え得る。送信チェーン中
の変換モジュールは、パケットを時間領域信号に変換するために３２点モードに従って動
作するＩＦＦＴモジュールとして構成され得る。送信機は、次いで、パケットを送信する
ように構成され得る。
【００４１】
　[0060]同様に、ＨＥＷデバイスは、１ＭＨｚの帯域幅上でパケットを受信するように構
成され得る。一態様では、その帯域幅は約１ＭＨｚであり得、ここで、約１ＭＨｚは０．
８ＭＨｚ～１．２ＭＨｚの範囲内であり得る。１ＭＨｚモードは、低いデータレートと「
通常」レートとの両方のための変調およびコーディング方式（ＭＣＳ：modulation and c
oding scheme）をサポートし得る。いくつかの実装形態によれば、プリアンブルは、以下
でさらに説明するように、信頼できる検出と改善されたチャネル推定とを提供する低レー
トモードのために設計され得る。各モードは、そのモードと所望の特性とについて送信を
最適化するように構成された対応するプリアンブルを使用するように構成され得る。
【００４２】
　[0061]１ＭＨｚモードに加えて、６４個のトーンを使用してシンボルを送信および受信
するために使用され得る、２ＭＨｚモードがさらに利用可能であり得る。一実装形態では
、６４個のトーンは、５２個のデータトーン、４つのパイロットトーン、１つのＤＣトー
ン、および７つのガードトーンとして割り振られ得る。したがって、変換モジュールは、
２ＭＨｚシンボルを送信または受信するとき、６４点モードに従って動作するように構成
され得る。また、シンボル持続時間は、サイクリックプレフィックスを含む４０μｓであ
り得る。対応する異なるサイズのモードで動作する変換モジュール（たとえば、１２８点
ＦＦＴ、２５６点ＦＦＴ、５１２点ＦＦＴなど）を使用し得る、異なる帯域幅（たとえば
、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、および１６ＭＨｚ）を用いた追加のモードが与えられ得る。さら
に、上記で説明したモードの各々は、さらに、シングルユーザモードとマルチユーザモー
ドの両方に従って、構成され得る。２ＭＨｚ以下の帯域幅を使用するワイヤレス信号は、
帯域幅、電力、およびチャネルの制限の広い範囲にわたってグローバル規制制約を満たす
ように構成された、ワイヤレスノードを与えるための様々な利点を与え得る。
【００４３】
　[0062]様々な実施形態では、ＬＲモードを実装するＨＥＷ局は、レガシー局（たとえば
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、ＬＲモードを実装しない局）と同じ領域で動作することができる。したがって、様々な
実施形態では、レガシー局は、ＬＲ送信を正確に検出しないことがあり、延期せず、それ
によって、干渉を増加させ得る。詳細には、様々な実施形態では、ＬＲ送信は、非ＬＲ送
信よりも長い範囲を有することができ、範囲内のＬＲ送信は、非ＬＲ局によって復号不可
能であり得る。
【００４４】
　[0063]図３に、高効率ワイヤレス（ＨＥＷ）デバイスと非ＨＥＷデバイスとが存在する
ワイヤレス通信システム２５０を示す。図２のワイヤレス通信システム２００とは異なり
、ワイヤレス通信システム２５０における様々なデバイスは、本明細書で説明する高効率
８０２．１１規格に従って動作し得る。ワイヤレス通信システム２５０は、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４ＡとＨＥＷ　ＡＰ２５４Ｂとを含み得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＳＴＡ２５６
Ａ～Ｃと通信し得、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ｂは、ＳＴＡ２５６Ｄ～Ｆと通信し得る。様々な
実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび２５４Ｂは、共通のワイヤレスネットワーク
に属することができる。別の実施形態では、１つまたは複数のＨＥＷ　ＡＰ２５４は、非
ＨＥＷ　ＡＰであり得る。
【００４５】
　[0064]ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび２５４ＢとＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｆとの間のワイ
ヤレス通信システム２５０における送信のために、様々な処理および方法が使用され得る
。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ技法またはＣＤＭＡ技法に従って、ＨＥＷ　
ＡＰ２５４Ａおよび２５４ＢとＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｆとの間で送信および受信され得
る。
【００４６】
　[0065]ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２Ａ中でワイヤレス通
信カバレージを提供し得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ｂは、基地局として働き、ＢＳＡ２５２
Ｂ中でワイヤレス通信カバレージを提供し得る。各ＢＳＡ２５２Ａおよび２５２Ｂは、中
央ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａまたは２５４Ｂを有していないことがあり、むしろ、１つまたは
複数のＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｆの間のピアツーピア通信を可能にし得る。したがって、
本明細書で説明されるＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび２５４Ｂの機能は、代替的に、１つま
たは複数のＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｆによって実行され得る。
【００４７】
　[0066]図示の実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび２５４ＢとＳＴＡ２５６Ａ、
２５６Ｅ、および２５６Ｆとは、高効率ワイヤレスコントローラを含む。本明細書で説明
されるように、高効率ワイヤレスコントローラは、８０２．１１ＨＥＷプロトコルを使用
して、ＡＰとＳＴＡとの間の通信を可能にすることができる。特に、高効率ワイヤレスコ
ントローラは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび２５４ＢとＳＴＡ２５６Ａ、２５６Ｅ、およ
び２５６Ｆとが、１つまたは複数のＬＲモードを実装することを可能にし得、１つまたは
複数のＬＲモードは、いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび２５４Ｂと
ＳＴＡ２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６ＦとがレガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、お
よび２５６Ｄよりも長い距離を介して通信することを可能にすることができる。高効率ワ
イヤレスコントローラについて、図４に関して以下でより詳細に説明する。いくつかの実
施形態では、ＳＴＡ２５６のうちの１つまたは複数は、ＨＥＷ　ＳＴＡであり得、ＳＴＡ
２５６のうちの１つまたは複数は、レガシーＳＴＡ（または「非ＨＥＷ　ＳＴＡ」）であ
り得る。
【００４８】
　[0067]上記で説明したように、ＨＥＷ　ＡＰおよび／またはＨＥＷ　ＳＴＡ２５４Ａ、
２５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ
、および２５６Ｄとの様々な互換性を有する１つまたは複数のＬＲモードで動作するよう
に構成され得る。たとえば、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄは、第
１のＬＲモードを有する送信を復号することができないことがある。レガシーＳＴＡ２５
６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄは、第２のＬＲモードを有する送信を部分的に復号する
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ことが可能であり得る。レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄは、第３の
ＬＲモードを有する送信を完全に復号することが可能であり得る。
【００４９】
　[0068]様々な実施形態では、第１のＬＲモードにおいて、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２５
４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、お
よび２５６Ｄにとってアクセス不可能な帯域幅を使用してパケットを送信および／または
受信することができる。一実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ、２５６Ａ、
２５６Ｅ、および２５６Ｆは、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄによ
って使用される帯域幅よりも小さい帯域幅を使用してパケットを送信および／または受信
することができる。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、
および２５６Ｆは、２０ＭＨｚよりも小さい帯域幅を有するパケットを使用することがで
き、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄは、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を
有するパケットを使用することができる。
【００５０】
　[0069]他の実施形態では、第１のＬＲモードにおいて、ＨＥＷ　ＡＰおよび／またはＨ
ＥＷ　ＳＴＡ２５４Ａ、２５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、レガシーＳ
ＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄにとってアクセス可能な帯域幅を使用してパケ
ットを送信および／または受信することができる。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２
５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を有するパケ
ットを使用することができ、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄは、２
０ＭＨｚ以上の帯域幅を有するパケットを使用することができる。しかしながら、ＨＥＷ
　ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、レガシーＳＴＡ２
５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄにとってアクセス不可能なフォーマットを使用してパ
ケットを送信および／または受信することができる。
【００５１】
　[0070]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４とＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａとは、第１
のＬＲモードを使用して通信することができる。いくつかの実施形態では、エネルギー検
出範囲２６０Ａ内にあるレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、ＬＲ送信２６２Ａを感知することが
できる。たとえば、レガシーＳＴＡ２５６Ｂが、送信しているＨＥＷ　ＡＰ２５４の近く
にあるとき、ＬＲ送信２６２Ａは、（たとえば－６２ｄＢなどの）エネルギー検出しきい
値を上回ることができる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂは、ＬＲ送信２６２Ａ自
体にアクセスすることができないことにもかかわらず、ＬＲ送信２６２Ａに従うことがで
きる。
【００５２】
　[0071]一方、レガシーＳＴＡ２５６Ｃは、図示の実施形態では、エネルギー検出範囲２
６０Ａの外にあるが、レガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａ内にある。したがって、
ＬＲ送信２６２Ａは、レガシーＳＴＡ２５６Ｃのためのエネルギー検出しきい値を上回ら
ない。さらに、ＬＲ送信２６２ＡがレガシーＳＴＡ２５６Ｃにとってアクセス不可能であ
るので、レガシーＳＴＡ２５６Ｃは延期しないことになり、したがって、干渉を生じるこ
とがある。
【００５３】
　[0072]同様に、レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、図示の実施形態では、エネルギー検出範囲
２６０Ａの外側にある。レガシーＳＴＡ２５６Ｄはまた、レガシー関連付けおよび延期範
囲２６４Ａの外側にある。しかしながら、レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、ＬＲ送信２６２Ａ
に干渉するのにＨＥＷ　ＳＴＡ２５６に十分近くにある。したがって、レガシーＳＴＡ２
５６Ｃは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ送信に従わないことになり、したがって、（場合によっ
ては、レガシーＳＴＡ２５６Ｃは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａ送信のためのエネルギー検出
しきい値内にあり得るが）干渉を生じることがある。
【００５４】
　[0073]様々な実施形態では、第２のＬＲモードにおいて、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２５
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４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、それの一部分が、レガシーＳＴＡ２５６
Ｂ、２５６Ｃにとってアクセス可能であり、それの一部分が、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、
２５６Ｃにアクセス不可能であるパケットを送信および／または受信することができる。
たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、
レガシーＳＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄにとってアクセス可能な帯域幅とフ
ォーマットとの両方を有するプリアンブルまたはそれの一部分（たとえば、レガシーＳＴ
Ｆ、ＬＴＦ、ＳＩＧフィールドなどの「レガシー」部分など）を使用することができる。
ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ、２５４Ｂ、２５６Ａ、２５６Ｅ、および２５６Ｆは、レガシーＳ
ＴＡ２５６Ｂ、２５６Ｃ、および２５６Ｄにとってアクセス不可能な帯域幅および／また
はフォーマットを有するパケットの一部分をさらに送信することができる。たとえば、高
効率（ＨＥ）ＳＴＦ、ＬＴＦ、ＳＩＧフィールド、データ部分などが、レガシーデバイス
にとってアクセス不可能であり得る。
【００５５】
　[0074]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４とＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａとは、第２
のＬＲモードを使用して通信することができる。いくつかの実施形態では、エネルギー検
出範囲２６０Ａとレガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａとの内にあるレガシーＳＴＡ
２５６Ｂは、ＬＲ送信２６２Ａを感知することができる。たとえば、レガシーＳＴＡ２５
６Ｂが、送信しているＨＥＷ　ＡＰ２５４の近くにあるとき、ＬＲ送信２６２Ａは、（た
とえば－６２ｄＢなどの）エネルギー検出しきい値を上回ることができる。さらに、ＬＲ
送信２６２Ａの一部分は、レガシーＳＴＡ２５６Ｂにとってアクセス可能である。したが
って、レガシーＳＴＡ２５６Ｂは、ＬＲ送信２６２Ａに従うことができる。
【００５６】
　[0075]同様に、レガシーＳＴＡ２５６Ｃは、エネルギー検出範囲２６０Ａの外側にある
が、レガシー関連付け範囲および延期２６４Ａ内にある。したがって、ＬＲ送信２６２Ａ
の一部分は、レガシーＳＴＡ２５６Ｃにとってアクセス可能である。したがって、レガシ
ーＳＴＡ２５６Ｂは、ＬＲ送信２６２Ａに従うことができる。
【００５７】
　[0076]一方、レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、レガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａと
エネルギー検出範囲２６０Ａとの両方の外側にある。したがって、ＬＲ送信２６２Ａのど
の一部分も、レガシーＳＴＡ２５６Ｄにとってアクセス可能でなく、ＬＲ送信２６２Ａは
、エネルギー検出しきい値を上回らない。しかしながら、レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、Ｌ
Ｒ送信２６２Ａに干渉するのにＨＥＷ　ＳＴＡ２５６に十分近くにある。したがって、レ
ガシーＳＴＡ２５６Ｃは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ送信に従わないことになり、したがって
、（場合によっては、レガシーＳＴＡ２５６Ｃは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａ送信のための
エネルギー検出しきい値内にあり得るが）干渉を生じることがある。
【００５８】
　[0077]図４は、図１から図３のワイヤレス通信システム１００、２００、および／また
は２５０内で利用され得るワイヤレスデバイス４０２の例示的な機能ブロック図を示す。
ワイヤレスデバイス４０２は、本明細書で説明する様々な方法を実装するために構成され
得るデバイスの一例である。たとえば、ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ１０４、ＳＴ
Ａ１０６の１つ、ＡＰ２５４の１つ、ＳＴＡ２５４の１つ、および／またはＡＰ２５６の
１つを備え得る。
【００５９】
　[0078]ワイヤレスデバイス４０２は、ワイヤレスデバイス４０２の動作を制御するプロ
セッサ４０４を含み得る。プロセッサ４０４は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれる
こともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を
含み得るメモリ４０６は、命令とデータとをプロセッサ４０４に提供し得る。メモリ４０
６の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含み得る。プロセッサ
４０４は、概して、メモリ４０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて、論理演算と
算術演算とを実行する。メモリ４０６中の命令は、本明細書で説明される方法を実装する
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ために実行可能であり得る。
【００６０】
　[0079]プロセッサ４０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備え得るか、またはその構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウ
ェア有限状態機械、または情報の計算もしくは他の操作を実行することができる任意の他
の適切なエンティティの任意の組合せにより実装され得る。
【００６１】
　[0080]処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る。
ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語、またはそれ以外のいずれで呼ばれるかにかかわらず、任意のタイプの
命令を意味するものとして広範に解釈されるべきである。命令は、（たとえば、ソースコ
ードフォーマット、バイナリコードフォーマット、実行可能コードフォーマット、または
任意の他の好適なコードフォーマットの）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数の
プロセッサによって実行されたときに、本明細書に記載される様々な機能を処理システム
に実行させる。
【００６２】
　[0081]ワイヤレスデバイス４０２はまた、ワイヤレスデバイス４０２と遠隔地との間の
データの送信と受信とを可能にするために、送信機４１０および／または受信機４１２を
含み得る、ハウジング４０８を含み得る。送信機４１０および受信機４１２は、トランシ
ーバ４１４へと組み合わされ得る。アンテナ４１６は、ハウジング４０８に取り付けられ
、トランシーバ４１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス４０２はまた、複数
の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含み得
る（図示されず）。
【００６３】
　[0082]ワイヤレスデバイス４０２はまた、トランシーバ４１４によって受信された信号
のレベルを検出し数量化するために使用され得る、信号検出器４１８を含み得る。信号検
出器４１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力ス
ペクトル密度、および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデバイス
４０２は、信号の処理に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）４２０も含み
得る。ＤＳＰ４２０は、送信のためのパケットを生成するように構成され得る。いくつか
の態様では、パケットは物理レイヤコンバージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤ
Ｕ）を含むことができる。
【００６４】
　[0083]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス４０２はユーザインターフェース４２
２をさらに備え得る。ユーザインターフェース４２２は、キーパッド、マイクロフォン、
スピーカー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース４２２は
、ワイヤレスデバイス４０２のユーザに情報を伝え、および／またはユーザからの入力を
受信する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００６５】
　[0084]いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス４０２はさらに、高効率ワイヤレス（
ＨＥＷ）コントローラ４２４を備え得る。本明細書で説明するように、ＨＥＷコントロー
ラ４２４により、ＡＰおよび／またはＳＴＡは、レガシーＳＴＡによる干渉からのＬＲ送
信の保護を増加することが可能になり得る。様々な実施形態では、ＨＥＷコントローラ４
２４は、本明細書で説明する任意の方法またはそれの一部分を実装するように構成され得
る。
【００６６】
　[0085]ワイヤレスデバイス４０２の様々な構成要素はバスシステム４２６によって互い
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に結合され得る。バスシステム４２６は、たとえば、データバスを含み得、ならびに、デ
ータバスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。ワ
イヤレスデバイス４０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互いに結合される
か、または互いに対する入力を受け付けるかもしくは与え得る。
【００６７】
　[0086]いくつかの別個の構成要素が図４に示されているが、構成要素のうちの１つまた
は複数が組み合わされるか、または共通に実装される場合があることを、当業者なら認識
されよう。たとえば、プロセッサ４０４は、プロセッサ４０４に関して上記で説明した機
能を実装するためだけでなく、信号検出器４１８および／またはＤＳＰ４２０に関して上
記で説明した機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図４に示されている構成要
素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００６８】
　[0087]ワイヤレスデバイス４０２は、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６、ＨＥＷ　ＡＰ２５４
、および／またはＳＴＡ２５６を備え得、通信を送信および／または受信するために使用
され得る。すなわち、ＡＰ１０４、ＳＴＡ１０６、ＨＥＷ　ＡＰ２５４、および／または
ＳＴＡ２５６のいずれかは、送信機デバイスまたは受信機デバイスとして働き得る。いく
つかの態様は、信号検出器４１８が、送信機または受信機の存在を検出するために、メモ
リ４０６およびプロセッサ４０４上で実行しているソフトウェアによって使用されること
を企図する。
【００６９】
　[0088]図３に関して上記で説明したように、様々な実施形態では、レガシーＳＴＡは、
ＬＲ送信に従うことを延期することができないことがある。ＬＲ送信を少なくとも部分的
に保護する（たとえば、それの受信を部分的に保護する）ための様々な手法について、図
５～図１９に関して以下で説明する。図５～図１９について、図３のＨＥＷ　ＡＰ２５４
およびＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｄに関して説明するが、本明細書で説明する手法は、任意
の好適なデバイスによって実装され得る。
【００７０】
モード１の保護
　[0089]図５は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における様々
な通信を示すタイミング図５００である。タイミング図５００に示すように、ＨＥＷ　Ａ
Ｐ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄとの間の
通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機から発信さ
れ、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信されない
通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図５００は、図３に示したデ
バイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイスの追加を含
む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、Ｈ
ＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図５００は、特定の順序に関して
本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序で実行される
か、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実施形態では、
肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは複数の制御フ
レームが追加または省略され得る。
【００７１】
　[0090]図５では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム５１０
を送信する。レガシーＣＴＳフレーム５１０は、自局宛てＣＴＳ（CTS-to-self）フレー
ムであり得、後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル
（ＮＡＶ）を設定することができる。レガシーＣＴＳフレーム５１０は、ＬＲ送信ではな
いので、レガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内のデバイスによってのみ受
信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフ
レーム５１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡおよびレガシーＳＴＡ
２５６Ｄは、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび
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２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控
えることができる。
【００７２】
　[0091]次に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤコン
バージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）５２０を送信する。図示されたＬＲ
　ＰＰＤＵ５２０は、モード１のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、範囲
内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ５２０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、Ｌ
Ｒ　ＰＰＤＵ５２０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡにＬＲ　ＡＣＫ
５３０を送る。
【００７３】
　[0092]レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、レガシーＣＴＳ５１０を受信しないので、ＨＥＷ　
ＳＴＡ２５６ＡによるＬＲ　ＰＰＤＵ５２０の受信に潜在的に干渉し得る。一実施形態で
は、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａはまた、図６に関して以下で説明するようにレガシーＣＴＳ
を送信することができる。
【００７４】
　[0093]図６は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における様々
な通信を示す別のタイミング図６００である。タイミング図６００に示すように、ＨＥＷ
　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄとの
間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機から発
信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信され
ない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図６００は、図３に示し
たデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイスの追加
を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは
、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図６００は、特定の順序に関
して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序で実行さ
れるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実施形態で
は、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは複数の制
御フレームが追加または省略され得る。
【００７５】
　[0094]図６では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム６１０
を送信する。レガシーＣＴＳフレーム６１０は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、後続
のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を設定
することができる。レガシーＣＴＳフレーム６１０は、ＬＲ送信ではないので、レガシー
関連付けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内のデバイスによってのみ受信され得る。した
がって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム６１０を受
信することができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｄは、それ
を受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、後続
のＬＲ送信に従うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる
。
【００７６】
　[0095]次に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ送信準備完了（ＲＴＳ）フレーム６２０を
送信し、これは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａによって受信される。ＬＲ　ＲＴＳフレーム６
２０に応答して、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＣＴＳ６３０を送信し、これは、Ｈ
ＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信され得る。一実施形態では、ＬＲ　ＣＴＳ６３０は省略
され得る。
【００７７】
　[0096]その後、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム６４０
を送信する。レガシーＣＴＳフレーム６４０は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、後続
のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を設定
することができる。レガシーＣＴＳフレーム６４０は、ＬＲ送信ではないので、ＨＥＷ　
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ＳＴＡ２５６Ａのレガシー範囲内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レ
ガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム６４０を受信すること
ができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しない
ことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に
従うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる。
【００７８】
　[0097]ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、次いで、（たとえば、送信されるべきレガシーＣＴＳ
のための）所定の（または動的に決定される）時間６４５待つことができる。次いで、Ｈ
ＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤコンバージェンスプロ
トコルデータユニット（ＰＰＤＵ）６５０を送信し得る。ＬＲ　ＣＴＳ６３０が省略され
る実施形態では、時間６４５は、ＬＲ　ＲＴＳ６２０送信の終わりに開始することができ
る。図示されたＬＲ　ＰＰＤＵ６５０は、モード１のＬＲ送信である。したがって、レガ
シーＳＴＡは、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ６５０を受信しない。ＨＥＷ　Ｓ
ＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ６５０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５
４ＡにＬＲ　ＡＣＫ６６０を送る。
【００７９】
　[0098]一実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＲＴＳ６２０に応答してＬ
Ｒ　ＣＴＳ６３０を送信することを控えることができ、またはＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは
、レガシーＣＴＳ６４０を送信した後にＬＲ　ＣＴＳ６３０を送信することができる。一
態様では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、図７に関して以下で説明するようデータ送信をやみ
くもに続け得る。
【００８０】
　[0099]図７は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における様々
な通信を示す別のタイミング図７００である。タイミング図７００に示すように、ＨＥＷ
　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄとの
間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機から発
信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信され
ない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図７００は、図３に示し
たデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイスの追加
を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは
、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図７００は、特定の順序に関
して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序で実行さ
れるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実施形態で
は、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは複数の制
御フレームが追加または省略され得る。
【００８１】
　[00100]図７では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム７１
０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム７１０は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、後
続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を設
定することができる。レガシーＣＴＳフレーム７１０は、ＬＲ送信ではないので、レガシ
ー関連付けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内のデバイスによってのみ受信され得る。し
たがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム７１０を
受信することができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｄは、そ
れを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、後
続のＬＲ送信に従うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができ
る。
【００８２】
　[00101]次に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ送信準備完了（ＲＴＳ）フレーム７２０
を送信し、これは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａによって受信される。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６
Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム７４０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム７
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４０は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護す
るネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を設定することができる。レガシーＣＴＳフレ
ーム７４０は、ＬＲ送信ではないので、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのレガシー範囲内のデバ
イスによってのみ受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは
、レガシーＣＴＳフレーム７４０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよ
びレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴ
Ａ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことができ、ＮＡＶが満了するまで
送信することを控えることができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａ
は、ＬＲ　ＣＴＳ７４２を送信し、これは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信され得る
。一実施形態では、ＬＲ　ＣＴＳ７４２は省略され得る。
【００８３】
　[00102]ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ　ＲＴＳ７２０を送信した後に所定の（または
動的に決定される）時間量７４５待つことができる。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは
、ＬＲ　ＣＴＳ７４２を受信するまで、またはＬＲ　ＣＴＳ７４２が省略される実施形態
では、タイムアウト期間の間待つことができる。時間７４５待った後に、ＨＥＷ　ＡＰ２
５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤコンバージェンスプロトコルデータ
ユニット（ＰＰＤＵ）７５０を送信する。図示されたＬＲ　ＰＰＤＵ７５０は、モード１
のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰ
ＤＵ７５０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ７５０の受信に肯
定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡにＬＲ　ＡＣＫ７６０を送る。
【００８４】
　[00103]様々な実施形態では、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｄは、節電モードに間欠的に入
るように構成され得る。したがって、いくつかの実施形態では、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６
Ｄは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａからの送信を見落とし得る。図８～図１１に関して以下で説
明する様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、データについてＨＥＷ　ＡＰ２
５４Ａをポーリングすることができる。
【００８５】
　[00104]図８は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における様
々な通信を示す別のタイミング図８００である。タイミング図８００に示すように、ＨＥ
Ｗ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄと
の間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機から
発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信さ
れない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図８００は、図３に示
したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイスの追
加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ
は、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図８００は、特定の順序に
関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序で実行
されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実施形態
では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは複数の
制御フレームが追加または省略され得る。
【００８６】
　[00105]図８では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム８
１０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム８１０は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、
後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を
設定することができる。レガシーＣＴＳフレーム８１０は、ＬＲ送信ではないので、ロー
カルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ
２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム８１０を受信することができるが、
ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しないことがある。
したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことがで
き、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる。
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【００８７】
　[00106]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム８２０を送信し、これ
は、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール８２０は、たとえば、ＨＥＷ
　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームであり得る
。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場合、デー
タを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのかを決定す
ることができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール８２０
を受信するポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ：point coordination funct
ion interframe space）８２５内にデータを与える。
【００８８】
　[00107]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤ
コンバージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）８３０を送信する。図示された
ＬＲ　ＰＰＤＵ８３０は、モード１のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、
範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ８３０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは
、ＬＲ　ＰＰＤＵ８３０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡにＬＲ　Ａ
ＣＫ８４０を送る。
【００８９】
　[00108]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＡＣＫ８４０を
送信した後にレガシー制御フレーム（ＣＦ）終了８５０を送信することができる。ＣＦ終
了８５０は、レガシーＣＴＳ８１０によって設定されるＮＡＶを終了することができる。
したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄは、その後、送信することができる
。
【００９０】
　[00109]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、データでＬＲポール８２０に
応答しないことがある。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール８２０を受信し
ないことがある。別の例として、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのた
めのいかなるデータも有しないことがある。別の例として、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、利
用可能なタイムスロットの欠如などの別の理由のために、データ送信することを控え得る
。図９に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡがＬＲポールに応答しない実施形態を示す。
【００９１】
　[00110]図９は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における様
々な通信を示す別のタイミング図９００である。タイミング図９００に示すように、ＨＥ
Ｗ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄと
の間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機から
発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信さ
れない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図９００は、図３に示
したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイスの追
加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ
は、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図９００は、特定の順序に
関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序で実行
されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実施形態
では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは複数の
制御フレームが追加または省略され得る。
【００９２】
　[00111]図９では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム９
１０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム９１０は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、
後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を
設定することができる。レガシーＣＴＳフレーム９１０は、ＬＲ送信ではないので、ロー
カルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ
２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム９１０を受信することができるが、
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ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しないことがある。
したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことがで
き、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる。
【００９３】
　[00112]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム９２０を送信し、これ
は、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。他の実施形態では、ＬＲポールフレーム
９２０は、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信されない。ＬＲポール９２０は、たとえば
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームで
あり得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場
合、データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのか
を決定することができる。
【００９４】
　[00113]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポール９２０を送
信した後に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａがデータを与えるのためにポイント協調機能フレーム
間スペース（ＰＩＦＳ）９２５待つ。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａが、ＰＩＦＳ９２５内のデー
タを与えない場合、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー制御フレーム（ＣＦ）終了９５
０を送信することができる。ＣＦ終了９５０は、レガシーＣＴＳ９１０によって設定され
るＮＡＶを終了することができる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄ
は、その後、送信することができる。
【００９５】
　[00114]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、肯定応答でＬＲポール９２０
に応答し得る。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール９２０を受信し得るが、
利用可能なタイムスロットの欠如などの別の理由のために、データ送信することを控え得
る。図１０に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡがＡＣＫでＬＲポールに応答する実施形態を示す。
【００９６】
　[00115]図１０は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１０００である。タイミング図１０００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１０００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１０００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【００９７】
　[00116]図１０では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム
１０１０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム１０１０は、自局宛てＣＴＳフレームであ
り得、後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡ
Ｖ）を設定することができる。レガシーＣＴＳフレーム１０１０は、ＬＲ送信ではないの
で、ローカルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシ
ーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム１０１０を受信することが
できるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しないこ
とがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従
うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる。
【００９８】
　[00117]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム１０２０を送信し、こ
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れは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール１０２０は、たとえば、Ｈ
ＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームであり
得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場合、
データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのかを決
定することができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、データを与え
ないとき、ＬＲポール１０２０を受信するポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦ
Ｓ）１０２５内に肯定応答を与える。
【００９９】
　[00118]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ　ＡＣＫ１
０３０を送信する。図示されたＬＲ　ＡＣＫ１０３０は、モード１のＬＲ送信である。し
たがって、レガシーＳＴＡは、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ１０３０を受信し
ない。
【０１００】
　[00119]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＡＣＫ１０３０
を受信した後にレガシー制御フレーム（ＣＦ）終了１０５０を送信することができる。Ｃ
Ｆ終了１０５０は、レガシーＣＴＳ１０１０によって設定されるＮＡＶを終了することが
できる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄは、その後、送信すること
ができる。
【０１０１】
　[00120]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、さらに、ＬＲポール１０２０
へのそれの応答を保護することができる。たとえば、保護されていない肯定応答またはデ
ータ送信は、近くのレガシーＳＴＡからの干渉を受けることがある。図１１に、ＨＥＷ　
ＡＰ２５４Ａが、ＬＲポールに応答する前にレガシーＮＡＶを設定する実施形態を示す。
【０１０２】
　[00121]図１１は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１１００である。タイミング図１１００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１１００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１１００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１０３】
　[00122]図１１では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム
１１１０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム１１１０は、自局宛てＣＴＳフレームであ
り得、後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡ
Ｖ）を設定することができる。レガシーＣＴＳフレーム１１１０は、ＬＲ送信ではないの
で、ローカルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシ
ーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム１１１０を受信することが
できるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しないこ
とがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従
うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる。
【０１０４】
　[00123]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム１１２０を送信し、こ
れは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール１１２０は、たとえば、Ｈ
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ＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームであり
得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場合、
データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのかを決
定することができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール１
１２０を受信するポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ）１１２５内にデータ
を与える。
【０１０５】
　[00124]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシーＣＴＳフレーム１１２７を送信す
る。レガシーＣＴＳ１１２７は、自局宛てＣＴＳフレームであり得、後続のＬＲ送信を少
なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ）を設定することができ
る。レガシーＣＴＳフレーム１１２７は、ＬＲ送信ではないので、レガシー関連付けおよ
び延期範囲２６４Ａ（図３）内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガ
シーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳフレーム１１２７を受信すること
ができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｄは、それを受信しな
いことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信
に従うことができ、ＮＡＶが満了するまで送信することを控えることができる。
【０１０６】
　[00125]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤ
コンバージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）１１３０を送信する。図示され
たＬＲ　ＰＰＤＵ１１３０は、モード１のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡ
は、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ１１３０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５
６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ１１３０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａに
ＬＲ　ＡＣＫ１１４０を送る。
【０１０７】
　[00126]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＡＣＫ１１４０
を送信した後にレガシー制御フレーム（ＣＦ）終了１１５０を送信することができる。Ｃ
Ｆ終了１１５０は、レガシーＣＴＳ１１１０によって設定されるＮＡＶを終了することが
できる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄは、その後、送信すること
ができる。
【０１０８】
　[00127]様々な実施形態では、図５～図１１に関して上記で説明した手法は、ＬＲモー
ド１送信の代わりにＬＲモード２送信とともに使用され得る。概して、ＣＴＳフレームは
、延期のためにレガシーＳＴＡにとって利用可能な送信の一部分（たとえば、ＬＲデータ
のためのプリアンブルのレガシー部分）と置き換えられ得る。図１２～図１７に、ＬＲモ
ード２送信を少なくとも部分的に保護するための様々な実施形態を示す。
【０１０９】
モード２の保護
　[00128]図１２は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示すタイミング図１２００である。タイミング図１２００に示すように、Ｈ
ＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄ
との間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機か
ら発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信
されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１２００は、図３
に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイス
の追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５
４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１２００は、特定の
順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序
で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実
施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは
複数の制御フレームが追加または省略され得る。
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【０１１０】
　[00129]図１２では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシー物理（ＰＨＹ）プリアンブル
１２１０を含むフレームを送信する。レガシーＰＨＹ１２１０は、他のＳＴＡが後続のＬ
Ｒ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適した継続時間より
も長い）スプーフィングされた継続時間１２１５を含むことができる。レガシーＰＨＹ１
２１０は、ＬＲ送信ではないので、レガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内
のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５
６Ｃは、レガシーＰＨＹ１２１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａお
よびレガシーＳＴＡ２５６Ｄは、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳ
ＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプーフィ
ングされた継続時間１２１５の間送信することを控えることができる。いくつかの実施形
態では、レガシー部分（たとえば、レガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るように
より高い電力で送信され得る。
【０１１１】
　[00130]次に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤコ
ンバージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）１２２０を送信する。ＰＰＤＵ１
２２０とレガシーＰＨＹ１２１０とは、同じフレームの別個の部分であり得る。図示され
たＬＲ　ＰＰＤＵ１２２０は、モード２のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡ
は、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ１２２０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５
６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ１２２０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａに
ＬＲ　ＡＣＫ１２３０を送る。図示の実施例では、ＬＲ　ＡＣＫ　１２３０は、モード２
のＬＲ送信でもあり得るが、モード１のＬＲ送信である。
【０１１２】
　[00131]レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、レガシーＰＨＹ１２１０を受信しないので、ＨＥ
Ｗ　ＳＴＡ２５６ＡによるＬＲ　ＰＰＤＵ１２２０の受信に潜在的に干渉し得る。一実施
形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａはまた、図１３に関して以下で説明するようにレガシ
ーＰＨＹを送信することができる。
【０１１３】
　[00132]図１３は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１３００である。タイミング図１３００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１３００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１３００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１１４】
　[00133]図１３では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシー物理（ＰＨＹ）プリアンブル
１３１０を含むフレームを送信する。レガシーＰＨＹ１３１０は、他のＳＴＡが後続のＬ
Ｒ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適した継続時間より
も長い）スプーフィングされた継続時間１３１５を含むことができる。レガシーＰＨＹ１
３１０は、ＬＲ送信ではないので、レガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内
のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５
６Ｃは、レガシーＰＨＹ１３１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａお
よびレガシーＳＴＡ２５６Ｄは、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳ



(26) JP 2016-540425 A 2016.12.22

10

20

30

40

50

ＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプーフィ
ングされた継続時間１３１５の間送信することを控えることができる。いくつかの実施形
態では、レガシー部分（たとえば、レガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るように
より高い電力で送信され得る。
【０１１５】
　[00134]次に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ送信準備完了（ＲＴＳ）フレーム１３２
０を送信し、これは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａによって受信される。ＲＴＳ１３２０とレ
ガシーＰＨＹ１３１０とは、同じフレームの２つの部分であり得る。ＬＲ　ＲＴＳフレー
ム１３２０に応答して、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ　ＣＴＳフレーム１３４０のため
のレガシーＰＨＹ　１３３０を送信することができる。レガシーＰＨＹ１３３０は、他の
ＳＴＡが後続のＬＲ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適
した継続時間よりも長い）スプーフィングされた継続時間１３３５を含むことができる。
レガシーＰＨＹ１３３０は、ＬＲ送信ではないので、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのレガシー
範囲内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよ
び２５６Ｃは、レガシーＰＨＹ１３３０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４
ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂは、それを受信しないことがある。したがって、レガシ
ーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプー
フィングされた継続時間１３３５の間送信することを控えることができる。いくつかの実
施形態では、レガシー部分（たとえば、レガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るよ
うにより高い電力で送信され得る。
【０１１６】
　[00135]次いで、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＣＴＳ１３４０を送信し、これは
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信され得る。ＬＲ　ＣＴＳ１３３０とレガシーＰＨＹ
１３３０とは、同じフレームの２つの部分であり得る。それに応答して、ＨＥＷ　ＡＰ２
５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤコンバージェンスプロトコルデータ
ユニット（ＰＰＤＵ）１３５０を送信する。図示されたＬＲ　ＰＰＤＵ１３５０は、様々
な実施形態では、レガシーＰＨＹを含むモード１のＬＲ送信であり得るが、モード２のＬ
Ｒ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ
１３５０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ１３５０の受信に肯
定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡにＬＲ　ＡＣＫ１３６０を送る。
【０１１７】
　[00136]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａ
によって送られたＬＲ　ＣＴＳ１３４０のレガシー部分１３３０を検出するように構成さ
れないことがある。したがって、いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、Ｌ
Ｒ部分１３４０を検出したかどうかを見るために所定の（または動的に決定される）時間
量の間待つことができる。一実施形態では、待ち時間は、短いフレーム間スペース（ＳＩ
ＦＳ）に、レガシープリアンブル（たとえば、レガシーＰＨＹ１３３０）の継続時間を加
えたものになり得る。
【０１１８】
　[00137]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ　ＣＴＳ１３４０を
受信しないことがある。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲ　ＲＴＳ１３２０を送信した後に
所定の（または動的に決定される）時間量の間待つことができる。その時間待った後に、
ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤコンバージェンスプ
ロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）１３５０を送信する。
【０１１９】
　[00138]一実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＲＴＳ１３２０に応答し
てＬＲ　ＣＴＳ１３３０を送信することを控えることができ、またはＨＥＷ　ＳＴＡ２５
６Ａは、レガシーＰＨＹ１３４０を送信した後にＬＲ　ＣＴＳ１３３０を送信することが
できる。様々な実施形態では、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｄは、節電モードに間欠的に入る
ように構成され得る。したがって、いくつかの実施形態では、ＳＴＡ２５６Ａ～２５６Ｄ
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は、ＡＰ２５４Ａからの送信を逃し得る。図１４～図１６に関して以下で説明する様々な
実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、データについてＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａをポー
リングすることができる。
【０１２０】
　[00139]図１４は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１４００である。タイミング図１４００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１４００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１４００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１２１】
　[00140]図１４では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー物理（ＰＨＹ）プリアンブ
ル１４１０を含むフレームを送信する。レガシーＰＨＹ１４１０は、他のＳＴＡが後続の
ＬＲ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適した継続時間よ
りも長い）スプーフィングされた継続時間１４１５を含むことができる。レガシーＰＨＹ
１４１０は、ＬＲ送信ではないので、ローカルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受
信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＰＨＹ１
４１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂ
は、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃ
は、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプーフィングされた継続時間の間送信
することを控えることができる。いくつかの実施形態では、レガシー部分（たとえば、レ
ガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るようにより高い電力で送信され得る。
【０１２２】
　[00141]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム１４２０を送信し、こ
れは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール１４２０とレガシーＰＨＹ
１４１０とは、同じフレームの２つの部分であり得る。ＬＲポール１４２０は、たとえば
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームで
あり得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場
合、データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのか
を決定することができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポー
ル１４２０を受信するポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ）１４２５内にデ
ータを与える。
【０１２３】
　[00142]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤ
コンバージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）１４３０を送信する。図示され
たＬＲ　ＰＰＤＵ１４３０は、様々な実施形態では、レガシーＰＨＹを含むモード１のＬ
Ｒ送信であり得るが、モード２のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、範囲
内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ１４３０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、
ＬＲ　ＰＰＤＵ１４３０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡにＬＲ　Ａ
ＣＫ１４４０を送る。
【０１２４】
　[00143]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＡＣＫ１４４０
を送信した後にレガシー制御フレーム（ＣＦ）終了１４５０を送信することができる。Ｃ
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Ｆ終了１４５０は、レガシーＰＨＹ１４１０によって設定されるＮＡＶを終了することが
できる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄは、その後、送信すること
ができる。
【０１２５】
　[00144]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、データをもつＬＲポール１４
２０に応答しないことがある。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール１４２０
を受信しないことがある。別の例として、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５
６Ａのためのいかなるデータも有しないことがある。別の例として、ＨＥＷ　ＡＰ２５４
Ａは、利用可能なタイムスロットの欠如などの別の理由のために、データ送信することを
控え得る。図１５に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡがＬＲポールに応答しない実施形態を示す。
【０１２６】
　[00145]図１５は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１５００である。タイミング図１５００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１５００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１５００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１２７】
　[00146]図１５では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー物理（ＰＨＹ）プリアンブ
ル１５１０を含むフレームを送信する。レガシーＰＨＹ１５１０は、他のＳＴＡが後続の
ＬＲ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適した継続時間よ
りも長い）スプーフィングされた継続時間１５１５を含むことができる。レガシーＰＨＹ
１５１０は、ＬＲ送信ではないので、ローカルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受
信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＰＨＹ１
５１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂ
は、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃ
は、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプーフィングされた継続時間１５１５
の間送信することを控えることができる。いくつかの実施形態では、レガシー部分（たと
えば、レガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るようにより高い電力で送信され得る
。
【０１２８】
　[00147]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム１５２０を送信し、こ
れは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール１５２０とレガシーＰＨＹ
１５１０とは、同じフレームの２つの部分であり得る。他の実施形態では、ＬＲポールフ
レーム１５２０は、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信されない。ＬＲポール１５２０は
、たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポール
フレームであり得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータ
を備える場合、データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべき
であるのかを決定することができる。
【０１２９】
　[00148]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポール１５２０を
送信した後に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａがデータを与えるためにポイント協調機能フレーム
間スペース（ＰＩＦＳ）１５２５を待つ。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａが、ＰＩＦＳ１５２５内
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のデータを与えない場合、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー制御フレーム（ＣＦ）終
了１５５０を送信することができる。ＣＦ終了１５５０は、レガシーＰＨＹ１５１０によ
って設定されるＮＡＶを終了することができる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃお
よび２５６Ｄは、その後、送信することができる。
【０１３０】
　[00149]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、肯定応答でＬＲポール１５２
０に応答し得る。たとえば、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール１５２０を受信し得る
が、利用可能なタイムスロットの欠如などの別の理由のために、データ送信することを控
え得る。図１６に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡがＡＣＫでＬＲポールに応答する実施形態を示
す。
【０１３１】
　[00150]図１６は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１６００である。タイミング図１６００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１６００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１６００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１３２】
　[00151]図１６では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー物理（ＰＨＹ）プリアンブ
ル１６１０を含むフレームを送信する。レガシーＰＨＹ１６１０は、他のＳＴＡが後続の
ＬＲ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適した継続時間よ
りも長い）スプーフィングされた継続時間１６１５を含むことができる。レガシーＰＨＹ
１６１０は、ＬＲ送信ではないので、ローカルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受
信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＰＨＹ１
６１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂ
は、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃ
は、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプーフィングされた継続時間１６１５
の間送信することを控えることができる。いくつかの実施形態では、レガシー部分（たと
えば、レガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るようにより高い電力で送信され得る
。
【０１３３】
　[00152]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム１６２０を送信し、こ
れは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール１６２０とレガシーＰＨＹ
１６１０とは、同じフレームの２つの部分であり得る。ＬＲポール１６２０は、たとえば
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームで
あり得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場
合、データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのか
を決定することができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、データを
与えないとき、ＬＲポール１６２０を受信するポイント協調機能フレーム間スペース（Ｐ
ＩＦＳ）１６２５内に肯定応答を与える。
【０１３４】
　[00153]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ　ＡＣＫ１
６３０を送信する。図示されたＬＲ　ＡＣＫ１６３０は、様々な実施形態では、レガシー
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ＰＨＹを含むモード１のＬＲ送信であり得るが、モード２のＬＲ送信である。したがって
、レガシーＳＴＡは、範囲内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ１６３０を受信しない。
【０１３５】
　[00154]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＡＣＫ１６３０
を受信した後にレガシー制御フレーム（ＣＦ）終了１６５０を送信することができる。Ｃ
Ｆ終了１６５０は、レガシーＰＨＹ１６１０によって設定されるＮＡＶを終了することが
できる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄは、その後、送信すること
ができる。
【０１３６】
　[00155]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、さらに、ＬＲポール１６２０
へのそれの応答を保護することができる。たとえば、保護されていない肯定応答またはデ
ータ送信は、近くのレガシーＳＴＡからの干渉を受けることがある。図１７に、ＨＥＷ　
ＡＰ２５４Ａが、ＬＲポールに応答する前にレガシーＮＡＶを設定する実施形態を示す。
【０１３７】
　[00156]図１７は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示す別のタイミング図１７００である。タイミング図１７００に示すように
、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５
６Ｄとの間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信
機から発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。
受信されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１７００は、
図３に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバ
イスの追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１７００は、特
定の順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる
順序で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々
な実施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つま
たは複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１３８】
　[00157]図１７では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシー物理（ＰＨＹ）プリアンブ
ル１７１０を含むフレームを送信する。レガシーＰＨＹ１７１０は、他のＳＴＡが後続の
ＬＲ送信に従い得ることを示す（たとえば、そうでない場合フレームに適した継続時間よ
りも長い）スプーフィングされた継続時間１７１５を含むことができる。レガシーＰＨＹ
１７１０は、ＬＲ送信ではないので、ローカルレガシー範囲内のデバイスによってのみ受
信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃは、レガシーＰＨＹ１
７１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｂ
は、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｄおよび２５６Ｃ
は、後続のＬＲ送信に従うことができ、示されたスプーフィングされた継続時間１７１５
の間送信することを控えることができる。いくつかの実施形態では、レガシー部分（たと
えば、レガシーＰＨＹ）は、より長い範囲を備え得るようにより高い電力で送信され得る
。
【０１３９】
　[00158]次に、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲポールフレーム１７２０を送信し、こ
れは、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａによって受信される。ＬＲポール１７２０は、たとえば、Ｈ
ＥＷ　ＡＰ２５４Ａに利用可能なデータを要求する省電力（ＰＳ）ポールフレームであり
得る。ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａのためのデータを備える場合、
データを与えるべきであるのか、またはデータを与えることを控えるべきであるのかを決
定することができる。いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＲポール１
７２０を受信するポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ）１７２５内にデータ
を与える。
【０１４０】
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　[00159]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシーＰＨＹ１７２７を送信する。レガ
シーＰＨＹ１７２７は、他のＳＴＡが後続のＬＲ送信に従い得ることを示す（たとえば、
そうでない場合フレームに適した継続時間よりも長い）スプーフィングされた継続時間を
含むことができる。レガシーＰＨＹ１７２７は、ＬＲ送信ではないので、レガシー関連付
けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内のデバイスによってのみ受信され得る。したがって
、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、レガシーＰＨＹ１７２７を受信することが
できるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡおよびレガシーＳＴＡ２５６Ｄは、それを受信しない
ことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に
従うことができ、示されたスプーフィングされた継続時間の間送信することを控えること
ができる。いくつかの実施形態では、レガシー部分（たとえば、レガシーＰＨＹ）は、よ
り長い範囲を備え得るようにより高い電力で送信され得る。
【０１４１】
　[00160]次いで、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ物理レイヤ
コンバージェンスプロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）１７３０を送信する。図示され
たＬＲ　ＰＰＤＵ１７３０は、様々な実施形態では、レガシーＰＨＹを含むモード１のＬ
Ｒ送信であり得るが、モード２のＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、範囲
内のものでさえも、ＬＲ　ＰＰＤＵ１７３０を受信しない。ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、
ＬＲ　ＰＰＤＵ１７３０の受信に肯定応答するために、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡにＬＲ　Ａ
ＣＫ１７４０を送る。
【０１４２】
　[00161]いくつかの実施形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは、ＬＲ　ＡＣＫ１７４０
を送信した後にレガシー制御フレーム（ＣＦ）終了１７５０を送信することができる。Ｃ
Ｆ終了１７５０は、レガシーＰＨＹ１７１０によって設定されるＮＡＶを終了することが
できる。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｃおよび２５６Ｄは、その後、送信すること
ができる。
【０１４３】
　[00162]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＬＦ送信（ＬＦ間隔）のため
に予約された１つまたは複数の保護された時間間隔を定義することによってＬＲ送信を少
なくとも部分的に保護することができる。ＬＦ間隔について、図１８に関して以下で説明
する。
【０１４４】
グループ保護
　[00163]図１８は、一実施形態による、図３のワイヤレス通信システム２５０における
様々な通信を示すタイミング図１８００である。タイミング図１８００に示すように、Ｈ
ＥＷ　ＡＰ２５４Ａと、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａと、レガシーＳＴＡ２５６Ｂ～２５６Ｄ
との間の通信は、上から下まで連続的に進む。各通信は、（ドットで示される）送信機か
ら発信され、（矢印で示される）受信機によって受信される線として示されている。受信
されない通信は、通信を横切る斜線として示されている。タイミング図１８００は、図３
に示したデバイス構成に言及するが、示された様々なデバイスの省略または他のデバイス
の追加を含む他の構成が可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５
４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡと置き換えられ得る。さらに、タイミング図１８００は、特定の
順序に関して本明細書で説明されるが、様々な実施形態では、示した通信は、異なる順序
で実行されるか、または省略され得、さらなる通信が追加され得る。たとえば、様々な実
施形態では、肯定応答（ＡＣＫ）フレームおよび／または終了フレームを含む１つまたは
複数の制御フレームが追加または省略され得る。
【０１４５】
　[00164]図１８では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、レガシー送信可（ＣＴＳ）フレーム１
８１０を送信する。レガシーＣＴＳフレーム１８１０は、自局宛てＣＴＳフレームであり
得、後続のＬＲ送信を少なくとも部分的に保護するネットワーク割当てベクトル（ＮＡＶ
）１８１５を設定することができる。レガシーＣＴＳフレーム１８１０は、ＬＲ送信では
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ないので、レガシー関連付けおよび延期範囲２６４Ａ（図３）内のデバイスによってのみ
受信され得る。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂおよび２５６Ｃは、レガシーＣＴＳ
フレーム１８１０を受信することができるが、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡおよびレガシーＳ
ＴＡ２５６Ｄは、それを受信しないことがある。したがって、レガシーＳＴＡ２５６Ｂお
よび２５６Ｃは、後続のＬＲ送信に従うことができ、ＮＡＶ１８１５が満了するまで送信
することを控えることができる。
【０１４６】
　[00165]次に、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａは、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６ＡにＬＲ保護通知（Ｌ
ＲＰＮ：LR protection notification）フレーム１８２０を送信する。図示されたＬＲＰ
Ｎ１８２０は、ＬＲ送信である。したがって、レガシーＳＴＡは、範囲内のものでさえも
、ＬＲ　ＰＰＤＵ１８２０を受信しない。ＬＲＰＮフレーム１８２０は、レガシーＣＴＳ
１８１０中に設定されるＮＡＶ１８１５によってＬＲ送信が保護されるＬＲ間隔１８２５
を定義する。言い換えれば、ＬＲＰＮ１８２０は、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａが送信および
／または受信することができるときを示す。
【０１４７】
　[00166]様々な実施形態では、ＬＲＰＮ１８２０は、ＬＲＰＮ１８２０の送信機の排他
的使用のためにＬＲ間隔１８２５が開いているという指示を含むことができる。様々な実
施形態では、ＬＲＰＮ１８２０は、ＬＲ通信を送信しようとしているあらゆるＳＴＡのた
めに、あるいはＨＥＷ　ＳＴＡのプリセットまたは動的に決定されるサブセットのために
ＬＲ間隔１８２５が開いているという指示を含むことができる。様々な実施形態では、Ｌ
ＲＰＮ１８２０は、どのＳＴＡがいつ（たとえば、予約済みアクセス窓）送信することが
できるかを示すスケジュールを示すことができる。
【０１４８】
　[00167]いくつかの実施形態では、ＬＲＰＮ１８２５は、（ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ規
格において定義されているものなどの）省電力マルチポール（ＰＳＭＰ：power-save mul
ti poll）フレームと実質的に同様であり得るか、または同じであり得、あるいは（ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ａｈ規格において定義されているものなどの）制限付きアクセス窓（Ｒ
ＡＷ：restricted access window）指示を含み得る。
【０１４９】
　[00168]様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４ＡおよびＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａは
、たとえば、ＬＲ　ＰＰＤＵ１８３０およびＬＲ　ＡＣＫ１８４０など、ＬＲ間隔１８２
５内で様々なＬＲ通信を交換することができる。
【０１５０】
　[00169]レガシーＳＴＡ２５６Ｄは、レガシーＣＴＳ１８１０を受信しないので、ＨＥ
Ｗ　ＳＴＡ２５６ＡによるＬＲ　ＰＰＤＵ１８２０の受信に潜在的に干渉し得る。一実施
形態では、ＨＥＷ　ＳＴＡ２５６Ａはまた、ＮＡＶ１８１５と同様のＮＡＶを設定するレ
ガシーＣＴＳ（図示せず）を送信することができる。
【０１５１】
　[00170]図１９は、ワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート１９００である。
フローチャート１９００の方法について、図１～図３に関して上記で説明したワイヤレス
通信システム１００、２００、および２５０、ならびに図４に関して上記で説明したワイ
ヤレスデバイス４０２を参照しながら本明細書で説明するが、フローチャート１９００の
方法は、本明細書で説明する別のデバイス、または複数のデバイスの任意の組合せによっ
て実施され得る。一実施形態では、フローチャート１９００中の１つまたは複数のステッ
プは、プロセッサあるいは、たとえば、ＨＥＷコントローラ１５４および／もしくは１５
６Ａ～１５６Ｄ（図１）ならびに／またはＨＥＷコントローラ４２４（図４）などのコン
トローラによって実行され得る。本明細書では、フローチャート１９００の方法を特定の
順序に関して説明しているが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは、異なる順序
で実行されるか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【０１５２】
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　[00171]最初に、ブロック１９１０において、ワイヤレスデバイス４０２は、第２の通
信を少なくとも部分的に保護する第１の通信を送信し、第１の通信は、デバイスの第１の
セットによって復号可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ
および／またはＳＴＡ　ＨＥＷ２５６Ａは、レガシーＣＴＳ５１０、６１０、６４０、７
１０、７４０、８１０、９１０、１０１０、１１１０、および／または１１２７（それぞ
れ図５～図１２）ならびにレガシーＰＨＹ１２１０、１３１０、１３３０、１４１０、１
５１０、１６１０、１７１０、および／または１７２７（それぞれ図１２～図１７）のう
ちの１つまたは複数を送信する。
【０１５３】
　[00172]様々な実施形態では、第１の通信は、送信可（ＣＴＳ）フレームを含むことが
できる。たとえば、第１の通信は、レガシーＣＴＳ５１０、６１０、６４０、７１０、７
４０、８１０、９１０、１０１０、１１１０、および／または１１２７（それぞれ図５～
図１２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。ＣＴＳフレームは、１つまたは複
数の後続のＬＲ送信を保護するＮＡＶを設定することができる。
【０１５４】
　[00173]様々な実施形態では、第１の通信は、第２の通信のためのプリアンブルの一部
分を含むことができる。たとえば、第１の通信は、レガシーＰＨＹ１２１０、１３１０、
１３３０、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、および／または１７２７（それぞ
れ図１２～図１７）のうちの１つまたは複数を含むことができる。様々な実施形態では、
第１の通信は、プリアンブルを含んでいるフレームの継続時間よりも長い継続時間を示す
プリアンブルを含むことができる。たとえば、プリアンブルは、スプーフィングされた継
続時間１２１５、１３１５、１３３５、１４１５、１５１５、１６１５、および／または
１７１５（それぞれ図１２～図１７）のうちの１つまたは複数を含むことができる。
【０１５５】
　[00174]次に、ブロック１９２０において、ワイヤレスデバイス４０２は、第２の通信
を送信し、第２の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能である。様々な実施
形態では、第２の通信は、ＰＰＤＵを含む。様々な実施形態では、第２の通信は、第１の
通信によって保護された時間の窓を示す。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａおよび／またはＳＴＡ　ＨＥＷ２５６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ５１０、６５０、７
５０、８３０、１１３０、１２２０、１３５０、１４３０、１７３０、および／または１
８３０、ＬＲ　ＡＣＫ５３０、６６０、７６０、８４０、１０３０、１１４０、１２３０
、１３６０、１４４０、１６３０、１７４０、および／または１８４０、ＬＲ　ＲＴ６２
０、７２０、および／または１３２０、ＬＲ　ＣＴＳ６３０、７４０、および／または１
３４０、ＬＲポール８２０、９２０、１０２０、１１２０、１４２０、１５２０、１６２
０、および／または１７２０、ならびにＬＲＰＮ１８２０（それぞれ図５～図１８）のう
ちの１つまたは複数を送信する。
【０１５６】
　[00175]様々な実施形態では、第１の通信が、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用すること
ができ、第２の通信が、２０ＭＨｚよりも小さい帯域幅を使用することができる。たとえ
ば、第１の通信は、２０ＭＨｚの帯域幅を有することができる。第２の通信は、５ＭＨｚ
の帯域幅を有することができる。
【０１５７】
　[00176]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイス４０２は、第３の通信を送信する前
に、所定の時間量待つことができ、第３の通信は、デバイスの第２のセットによって復号
可能であり、第１の通信は、第３の通信を少なくとも部分的に保護する。たとえば、第１
の通信は、後続のＬＲ送信を含むことができる。様々な実施形態では、ワイヤレスデバイ
ス４０２は、第３の通信を受信し、第１の通信は、第３の通信を少なくとも部分的に保護
する。
【０１５８】
　[00177]様々な実施形態では、第１の通信を送信することは、第１の電力レベルで第１
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の通信を送信することを含むことができ、第２の通信を送信することは、第２の電力レベ
ルで第２の通信を送信することを備え、第１の電力レベルは、第２の電力レベルよりも大
きい。たとえば、ワイヤレスデバイス４０２は、後続のＬＲ　ＰＨＹ、ＬＲ　ＰＰＤＵな
どよりも高い電力でレガシーＰＨＹ１２１０、１３１０、１３３０、１４１０、１５１０
、１６１０、１７１０、および／または１７２７（それぞれ図１２～図１７）のうちの１
つまたは複数を送信することができる。
【０１５９】
　[00178]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイス４０２は、さらに、デバイスの第１
のセットによって復号可能であり、デバイスの第２のセットによって復号可能であるフレ
ームの通信の保護を終了する第３の通信を送信することができる。たとえば、ＨＥＷ　Ｓ
ＴＡ２５６Ａは、レガシーＣＦ－ＥＮフレーム８５０、９５０、１０５０、１１５０、１
４５０、１５５０、１６５０、および１７５０（それぞれ図８～図１７）のうちの１つま
たは複数を送信することができる。
【０１６０】
　[00179]さらに、図１９に関して上記で説明した特徴のうちの１つまたは複数を実行す
るためのワイヤレス通信のための装置は、第２の通信を少なくとも部分的に保護する第１
の通信を送信するための手段と、第１の通信は、デバイスの第１のセットによって復号可
能である、第２の通信を送信するための手段と、第２の通信は、デバイスの第２のセット
によって復号可能である、を含み得る。様々な実施形態では、本装置は、さらに、図１９
に関して本明細書で説明する任意の他の機能を実行するための手段を含み得る。
【０１６１】
　[00180]一実施形態では、第２の通信を少なくとも部分的に保護する第１の通信を送信
するための手段、第１の通信は、デバイスの第１のセットによって復号可能である、は、
ブロック１９１０に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実行するように
構成され得る。様々な実施形態では、第２の通信を少なくとも部分的に保護する第１の通
信を送信するための手段、第１の通信は、デバイスの第１のセットによって復号可能であ
る、は、プロセッサ４０４（図４）、メモリ４０６（図４）、信号検出器４１８（図４）
、ＤＳＰ４２０（図４）、ＨＥＷコントローラ４２４（図４）、送信機４１０（図４）、
トランシーバ４１４（図４）、および／またはアンテナ４１６（図４）のうちの１つまた
は複数によって実施され得る。
【０１６２】
　[00181]一実施形態では、第２の通信を送信するための手段、第２の通信は、デバイス
の第２のセットによって復号可能である、は、ブロック１９２０に関して上記で説明した
機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。様々な実施形態では、第２
の通信を送信するための手段、第２の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能
である、は、プロセッサ４０４（図４）、メモリ４０６（図４）、信号検出器４１８（図
４）、ＤＳＰ４２０（図４）、ＨＥＷコントローラ４２４（図４）、送信機４１０（図４
）、トランシーバ４１４（図４）、および／またはアンテナ４１６（図４）のうちの１つ
または複数によって実施され得る。
【０１６３】
　[00182]図２０は、ワイヤレス通信の例示的な方法のフローチャート２０００である。
フローチャート２０００の方法について、図１～図３に関して上記で説明したワイヤレス
通信システム１００、２２０、および２５０、ならびに図４に関して上記で説明したワイ
ヤレスデバイス４０２を参照しながら本明細書で説明するが、フローチャート２０００の
方法は、本明細書で説明する別のデバイス、または複数のデバイスの任意の組合せによっ
て実施され得る。一実施形態では、フローチャート２０００中の１つまたは複数のステッ
プは、プロセッサあるいは、たとえば、ＨＥＷコントローラ１５４および／もしくは１５
６Ａ～１５６Ｄ（図１）ならびに／またはＨＥＷコントローラ４２４（図４）などのコン
トローラによって実行され得る。本明細書では、フローチャート２０００の方法を特定の
順序に関して説明しているが、様々な実施形態では、本明細書のブロックは、異なる順序
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で実行されるか、または省略され得、さらなるブロックが追加され得る。
【０１６４】
　[00183]最初に、ブロック２０１０において、ワイヤレスデバイス４０２は、第２の通
信を少なくとも部分的に保護する第１の通信を受信し、第１の通信は、デバイスの第１の
セットによって復号可能である。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａ
および／またはＳＴＡ　ＨＥＷ２５６Ａは、レガシーＣＴＳ５１０、６１０、６４０、７
１０、７４０、８１０、９１０、１０１０、１１１０、および／または１１２７（それぞ
れ図５～図１２）ならびにレガシーＰＨＹ１２１０、１３１０、１３３０、１４１０、１
５１０、１６１０、１７１０、および／または１７２７（それぞれ図１２～図１７）のう
ちの１つまたは複数を受信する。
【０１６５】
　[00184]様々な実施形態では、第１の通信は、送信可（ＣＴＳ）フレームを含むことが
できる。たとえば、第１の通信は、レガシーＣＴＳ５１０、６１０、６４０、７１０、７
４０、８１０、９１０、１０１０、１１１０、および／または１１２７（それぞれ図５～
図１２）のうちの１つまたは複数を含むことができる。ＣＴＳフレームは、１つまたは複
数の後続のＬＲ送信を保護するＮＡＶを設定することができる。
【０１６６】
　[00185]様々な実施形態では、第１の通信は、第２の通信のためのプリアンブルの一部
分を含むことができる。たとえば、第１の通信は、レガシーＰＨＹ１２１０、１３１０、
１３３０、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、および／または１７２７（それぞ
れ図１２～図１７）のうちの１つまたは複数を含むことができる。様々な実施形態では、
第１の通信は、プリアンブルを含んでいるフレームの継続時間よりも長い継続時間を示す
プリアンブルを含むことができる。たとえば、プリアンブルは、スプーフィングされた継
続時間１２１５、１３１５、１３３５、１４１５、１５１５、１６１５、および／または
１７１５（それぞれ図１２～図１７）のうちの１つまたは複数を含むことができる。
【０１６７】
　[00186]次に、ブロック２０２０において、ワイヤレスデバイス４０２は、第２の通信
を受信し、第２の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能である。様々な実施
形態では、第２の通信は、ＰＰＤＵを含む。様々な実施形態では、第２の通信は、第１の
通信によって保護された時間の窓を示す。たとえば、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ
２５４Ａおよび／またはＳＴＡ　ＨＥＷ２５６Ａは、ＬＲ　ＰＰＤＵ５１０、６５０、７
５０、８３０、１１３０、１２２０、１３５０、１４３０、１７３０、および／または１
８３０、ＬＲ　ＡＣＫ５３０、６６０、７６０、８４０、１０３０、１１４０、１２３０
、１３６０、１４４０、１６３０、１７４０、および／または１８４０、ＬＲ　ＲＴ６２
０、７２０、および／または１３２０、ＬＲ　ＣＴＳ６３０、７４０、および／または１
３４０、ＬＲポール８２０、９２０、１０２０、１１２０、１４２０、１５２０、１６２
０、および／または１７２０、ならびにＬＲＰＮ１８２０（それぞれ図５～図１８）のう
ちの１つまたは複数を送信する。
【０１６８】
　[00187]次に、ブロック２０３０において、ワイヤレスデバイス４０２は、第１の通信
と第２の通信とに応答して第３の通信を送信し、第３の通信は、デバイスの第２のセット
によって復号可能である。様々な実施形態では、第３の通信は、ＰＰＤＵを含む。様々な
実施形態では、第３の通信は、第１の通信によって保護された時間の窓を示す。たとえば
、様々な実施形態では、ＨＥＷ　ＡＰ２５４Ａおよび／またはＳＴＡ　ＨＥＷ２５６Ａは
、ＬＲ　ＰＰＤＵ５１０、６５０、７５０、８３０、１１３０、１２２０、１３５０、１
４３０、１７３０、および／または１８３０、ＬＲ　ＡＣＫ５３０、６６０、７６０、８
４０、１０３０、１１４０、１２３０、１３６０、１４４０、１６３０、１７４０、およ
び／または１８４０、ＬＲ　ＲＴ６２０、７２０、および／または１３２０、ＬＲ　ＣＴ
Ｓ６３０、７４０、および／または１３４０、ＬＲポール８２０、９２０、１０２０、１
１２０、１４２０、１５２０、１６２０、および／または１７２０、ならびにＬＲＰＮ１
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８２０（それぞれ図５～図１８）のうちの１つまたは複数を送信する。
【０１６９】
　[00188]様々な実施形態では、第１の通信が、２０ＭＨｚ以上の帯域幅を使用すること
ができ、第２の通信と第３の通信とが、２０ＭＨｚよりも小さい帯域幅を使用することが
できる。たとえば、第１の通信は、２０ＭＨｚの帯域幅を有することができる。第２の通
信は、５ＭＨｚの帯域幅を有することができる。
【０１７０】
　[00189]様々な実施形態では、第１の通信を送信することは、第１の電力レベルで第１
の通信を送信することを含むことができ、第２の通信および／または第３の通信を送信す
ることは、第２の電力レベルで第２の通信を送信することを備え、第１の電力レベルは、
第２の電力レベルよりも大きい。たとえば、ワイヤレスデバイス４０２は、後続のＬＲ　
ＰＨＹ、ＬＲ　ＰＰＤＵなどよりも高い電力でレガシーＰＨＹ１２１０、１３１０、１３
３０、１４１０、１５１０、１６１０、１７１０、および／または１７２７（それぞれ図
１２～図１７）のうちの１つまたは複数を送信することができる。
【０１７１】
　[00190]様々な実施形態では、ワイヤレスデバイス４０２は、さらに、デバイスの第１
のセットによって復号可能であり、デバイスの第２のセットによって復号可能であるフレ
ームに関する通信の保護を終了する第４の通信を送信することができる。たとえば、ＨＥ
Ｗ　ＳＴＡ２５６Ａは、レガシーＣＦ－ＥＮフレーム８５０、９５０、１０５０、１１５
０、１４５０、１５５０、１６５０、および１７５０（それぞれ図８～図１７）のうちの
１つまたは複数を送信することができる。
【０１７２】
　[00191]さらに、図２０に関して上記で説明した特徴のうちの１つまたは複数を実行す
るためのワイヤレス通信のための装置は、第２の通信を少なくとも部分的に保護する第１
の通信を受信するための手段と、第１の通信は、デバイスの第１のセットによって復号可
能である、第２の通信を受信するための手段と、第２の通信は、デバイスの第２のセット
によって復号可能であり、第１の通信と第２の通信とに応答して第３の通信を送信するた
めの手段と、第３の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能である、を含み得
る。様々な実施形態では、本装置は、さらに、図２０に関して本明細書で説明する任意の
他の機能を実行するための手段を含み得る。
【０１７３】
　[00192]一実施形態では、第２の通信を少なくとも部分的に保護する第１の通信を受信
するための手段、第１の通信は、デバイスの第１のセットによって復号可能である、は、
ブロック２０１０に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実行するように
構成され得る。様々な実施形態では、第２の通信を少なくとも部分的に保護する第１の通
信を受信するための手段、第１の通信は、デバイスの第１のセットによって復号可能であ
る、は、プロセッサ４０４（図４）、メモリ４０６（図４）、信号検出器４１８（図４）
、ＤＳＰ４２０（図４）、ＨＥＷコントローラ４２４（図４）、受信機４１２（図４）、
トランシーバ４１４（図４）、および／またはアンテナ４１６（図４）のうちの１つまた
は複数によって実施され得る。
【０１７４】
　[00193]一実施形態では、第２の通信を受信するための手段、第２の通信は、デバイス
の第２のセットによって復号可能である、は、ブロック２０２０に関して上記で説明した
機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成され得る。様々な実施形態では、第２
の通信を受信するための手段、第２の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能
である、は、プロセッサ４０４（図４）、メモリ４０６（図４）、信号検出器４１８（図
４）、ＤＳＰ４２０（図４）、ＨＥＷコントローラ４２４（図４）、受信機４１２（図４
）、トランシーバ４１４（図４）、および／またはアンテナ４１６（図４）のうちの１つ
または複数によって実施され得る。
【０１７５】
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　[00194]一実施形態では、第１の通信と第２の通信とに応答して第３の通信を送信する
ための手段、第３の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能である、は、ブロ
ック２０３０に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成
され得る。様々な実施形態では、第１の通信と第２の通信とに応答して第３の通信を送信
するための手段、第３の通信は、デバイスの第２のセットによって復号可能である、は、
プロセッサ４０４（図４）、メモリ４０６（図４）、信号検出器４１８（図４）、ＤＳＰ
４２０（図４）、ＨＥＷコントローラ４２４（図４）、送信機４１０（図４）、トランシ
ーバ４１４（図４）、および／またはアンテナ４１６（図４）のうちの１つまたは複数に
よって実施され得る。
【０１７６】
　[00195]本明細書で使用する「決定すること」という用語は、多種多様なアクションを
包含する。たとえば、「決定すること」は、計算すること、算出すること、処理すること
、導出すること、調査すること、ルックアップすること（たとえば、テーブル、データベ
ースまたは別のデータ構造においてルックアップすること）、確認することなどを含み得
る。また、「決定すること」は、受信すること（たとえば、情報を受信すること）、アク
セスすること（たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）などを含み得る。また
、「決定」は、解決、選択、選定、確立などを含み得る。さらに、本明細書で使用する「
チャネル幅」は、いくつかの態様では帯域幅を包含することがあり、または帯域幅と呼ば
れることもある。
【０１７７】
　[00196]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、ま
たはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａと、ｂと、ｃと、ａ－ｂと、ａ－ｃと、ｂ－ｃと
、ａ－ｂ－ｃとを包含する。
【０１７８】
　[00197]上記で説明した方法の様々な動作は、様々な（１つまたは複数の）ハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モ
ジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され
得る。概して、図に示したどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する機能的
手段によって実行され得る。
【０１７９】
　[00198]本開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェア構成要素、または本明細書で説明する機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せによって実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他の
そのような構成として実装され得る。
【０１８０】
　[00199]１つまたは複数の態様では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せに実装され得る。ソフトウェアに実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体上
に記憶され得、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コン
ピュータによってアクセスされ得る任意の入手可能な媒体であり得る。限定ではなく例と
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して、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）
、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁
気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送
または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒
体を備えることができる。さらに、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる
。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジ
タル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディス
ク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商
標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様
では、コンピュータ可読媒体は、非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば有形媒体）を
備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は、一時的コンピュータ
可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれ得る。
【０１８１】
　[00200]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示された動作を実行するための
コンピュータプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム
製品は、本明細書で説明した動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって
実行可能である命令を記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備
え得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、パッケージング材料を含
み得る。
【０１８２】
　[00201]本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複
数のステップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、
特許請求の範囲を逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは
アクションの特定の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／またはアクシ
ョンの順序および／または使用は、特許請求の範囲から逸脱することなく、変更され得る
。
【０１８３】
　[00202]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して伝送され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は伝送媒体の定義に含まれる。
【０１８４】
　[00203]さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールお
よび／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によ
ってダウンロードおよび／または他の方法で取得され得る。たとえば、そのようなデバイ
スは、本明細書で説明された方法を実行するための手段の転送を可能にするためにサーバ
に結合され得る。代替的に、本明細書で説明された様々な方法は、ユーザ端末および／ま
たは基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方法を得ることがで
きるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）または
フロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る。さらに、本明細書
で説明された方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好適な技法が利用さ
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れ得る。
【０１８５】
　[00204]特許請求の範囲は、上記で示された厳密な構成および構成要素に限定されない
。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特許請求の範囲から
逸脱することなく、様々な変更、変化および変形が行われ得る。
【０１８６】
　[00205]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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